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2広報いずみ ２０１１（平成２３年）６月号

　
市
制
施
行
５
周
年

を
祝
っ
て
５
月
１
日
、

市
文
化
会
館
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催

さ
れ
、
全
国
に
生
中

継
さ
れ
ま
し
た
。�

　
前
日
の
予
選
会
か

ら
本
選
ま
で
多
く
の

参
加
者
の
美
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。�

の
ど
自
慢
が
や
っ
て
き
た�

ゲスト�

新
出
水
市
が
５
歳
に
な
り
ま
し
た�
新
出
水
市
が
５
歳
に
な
り
ま
し
た

新
出
水
市
が
５
歳
に
な
り
ま
し
た�
新
出
水
市
が
５
歳
に
な
り
ま
し
た�
祝�

新
出
水
市
が
生
ま
れ
て
か
ら�

お
祝
い
の
言
葉�

な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
国
や
県
、
近
隣
市
町

の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
課
題
解
決
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

�

合
併
の
効
果
を
生
か
す
た
め
の
行
財
政
改

革
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
待
望
の
九
州
新

幹
線
も
全
線
開
業
す
る
な
ど
、
将
来
に
向
け

た
明
る
い
材
料
も
少
し
ず
つ
出
て
ま
い
り
ま

し
た
。�

�

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
等
国
家
的

に
も
大
変
な
作
業
が
続
く
中
、
本
市
を
と
り

ま
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
制
定
し
た
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
・
議
会
・
行
政

が
連
携
し
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
よ
り

よ
い
出
水
市
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ

ま
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

に
よ
り
市
制
施
行
５
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
こ
の
５
年
間
は
米
ノ
津
川
水

害
や
誘
致
企
業
の
撤
退
、
昨
年

末
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
等
も
あ
り
、
決
し
て
平
た
ん�

　
「
市
町
合
併
」
と
い
う
新
し

い
旅
立
ち
か
ら
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
方
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
制
度
改
正

等
に
伴
い
、
合
併
当
時
は
、
混

乱
さ
れ
た
こ
と
や
不
満
に
思
わ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す�

が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
、
ま
た

関
係
機
関
・
関
係
者
の
方
々
の
ご
努
力
の
お

か
げ
で
、
順
調
に
市
政
が
運
営
さ
れ
て
い
る

も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。�

�

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
予
算
や
行
財
政
改
革
等
の
議
案
に

つ
い
て
、
地
域
格
差
の
な
い
均
衡
あ
る
発
展
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
の
お
考
え
や
要
望
等
を
踏

ま
え
て
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
大
い
に
議
論

を
し
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
５
年
後
、
10
年
後
の
出
水
市
が
、
今
よ
り

も
も
っ
と
す
ば
ら
し
く
な
る
こ
と
を
信
じ
な

が
ら
、
今
後
と
も
、
市
当
局
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
と
し
て
二
元
代
表
制
の
意
義
を
認
識
し
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
市
民
福
祉
の

向
上
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
声
を
議
会

に
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

５
年
間
で
の
出
来
事�

平
成
18
年�

　
３
月
13
日
　
出
水
市
・
高
尾
野
町
・
野
田
町
の
１
市
２
町
が
合
併
し
、

　
　
　
　
　
　
新
「
出
水
市
」
が
誕
生�

　
７
月
22
日
　
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
が
発
生�

　
10
月
15
日
　
新
出
水
市
誕
生
記
念
式
典
を
市
文
化
会
館
で
開
催�

�
�平
成
19
年�

　
10
月
25
日
　
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
で
鹿
児
島
県
代
表
で
出
場
し
た

　
　
　
　
　
　
出
水
市
女
性
消
防
隊
が
準
優
勝�
�
�平

成
20
年�

　
２
月
１
日
　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
お
よ
び
所
得
証
明
書

　
　
　
　
　
　
の
自
動
交
付
機
を
導
入
し
、
本
庁
お
よ
び
支
所
に
設
置�

　
３
月
15
日
　
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
「
出
水
阿
久
根
道
路
」
が
着
工�

　
４
月
18
日
　
出
水
市
、
阿
久
根
市
、
長
島
町
の
２
市
１
町
で
構
成
す
る

　
　
　
　
　
　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
エ

　
　
　
　
　
　
コ
リ
ア
北
薩
」
が
完
成
し
、
落
成
式
を
開
催�

　
５
月
28
日
　
上
場
高
原
に
上
場
活
性
化
施
設
「
秋
桜
館
」
が
完
成�

　
10
月
26
日
　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
で
、
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　

～
　
　

で
剣
道
交
流
大
会
、
市
音
楽
ホ
ー
ル
で
俳
句
交
流
大
会
が

　
　
　
27
日
　
そ
れ
ぞ
れ
開
催�

　
11
月
10
日
　
山
口
県
周
南
市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
調
印�

�

平
成
21
年�

　
４
月
７
日
　
出
水
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
所�

�

平
成
22
年�

　
12
月
20
日
　
死
亡
し
た
ナ
ベ
ヅ
ル
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
ウ
イ
ル
ス
を
検
出�

�

平
成
23
年�

　
１
月
25
日
　
死
亡
し
た
鶏
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
ス
を
検
出�

　
３
月
12
日
　
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業�

自治会連合会�
稲田　正広さん�

ＮＰＯ法人ロマン�
ランド北さつま�

松ヶ野　正行さん�

野田町青年団�
松元　美幸さん�

　
毎
年
、
青
年

団
で
鶴
へ
の
餌

ま
き
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、

昨
年
は
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
こ
と

も
あ
り
３
回
し
か
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
寂
し
か

っ
た
で
す
。�

�

ず
っ
と
出
水
で
生
活
し
て
こ
の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
か
た
ち
で
鶴
の
ま
ち
出
水
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
け
た
ら
と
感
じ
ま
す
。�

　
合
併
し
て
高

尾
野
地
域
だ
け

で
は
な
く
出
水

地
域
、
野
田
地

域
の
イ
ベ
ン
ト

や
人
の
繋
が
り

な
ど
視
野
が
広

が
り
ま
し
た
。�

　
３
地
域
お
互
い
の
い
い
と
こ
ろ
を
取
り
合
っ
て
官
民

一
体
と
な
っ
た
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
、
活
力
あ

る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。�

　
合
併
し
て
の

５
年
間
は
平
成

18
年
豪
雨
災
害
、

大
企
業
の
撤
退
、

口
て
い
疫
、
鳥

イ
ン
フ
ル
と
厳

し
い
出
来
事
が

多
く
、
協
力
共

助
の
中
、
一
体
感
が
熟
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
出
水
は
自
然
、
人
情
共
に
素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ

た
ま
ち
で
す
。
企
業
誘
致
と
共
に
、
今
あ
る
資
源
を
生

か
し
、
魅
力
を
発
掘
し
て
特
色
の
あ
る
ま
ち
に
し
た
い

も
の
で
す
。�

自治会連合会�
稲田　正広さん�

ＮＰＯ法人ロマン�
ランド北さつま�

松ヶ野　正行さん�

野田町青年団�
松元　美幸さん�

出水市長出水市長�

渋谷　俊彦�
出水市議会議長出水市議会議長�

�崎　正風�



3 広報いずみ ２０１１（平成２３年）６月号

　
市
制
施
行
５
周
年

　
市
制
施
行
５
周
年

を
祝
っ
て
５
月
１
日

を
祝
っ
て
５
月
１
日
、

市
文
化
会
館
で
Ｎ
Ｈ

市
文
化
会
館
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催

Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催

さ
れ
、
全
国
に
生
中

さ
れ
、
全
国
に
生
中

継
さ
れ
ま
し
た

継
さ
れ
ま
し
た
。�

　
前
日
の
予
選
会
か

　
前
日
の
予
選
会
か

ら
本
選
ま
で
多
く
の

ら
本
選
ま
で
多
く
の

参
加
者
の
美
声
が
響

参
加
者
の
美
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た

き
渡
り
ま
し
た
。�

の
ど
自
慢
が
や
っ
て
き
た

の
ど
自
慢
が
や
っ
て
き
た�
の
ど
自
慢
が
や
っ
て
き
た�

本
選
　
20
組
出
場�

予
選
　
250
組
出
場�

今週のチャンピオン�応援団も力が入ります�

心を込めて�気分はすっかりアイドル�着物に負けない美声�ツルもノリノリにダンス�ホースをマイクに�
持ち替えて�

ガッツだぜ！�楽しくリズムにのって�二人仲むつましく�気合いをいれて！�美声を響かせる�

ゲスト�ゲスト�
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん�

城
之
内
早
苗
さ
ん�

新
出
水
市
が
５
歳
に
な
り
ま
し
た�

自治会連合会�
稲田　正広さん�

ＮＰＯ法人ロマン�
ランド北さつま�

松ヶ野　正行さん�

野田町青年団�
松元　美幸さん�

　
市
制
施
行
５
周
年

を
祝
っ
て
５
月
１
日
、

市
文
化
会
館
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催

さ
れ
、
全
国
に
生
中

継
さ
れ
ま
し
た
。�

　
前
日
の
予
選
会
か

ら
本
選
ま
で
多
く
の

参
加
者
の
美
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。�

出水市長�

渋谷　俊彦�
出水市議会議長�

�崎　正風�



4広報いずみ ２０１１（平成２３年）６月号

　

出
水
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で

28

29

の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

23

れ
ま
し
た
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
市
が
行
う

23

仕
事
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ

れ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
会
計
当
初
予
算
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

一般会計当初予算
，１００万円

歳　出�
242億6,100万円�

総務費�
22億9,680万6千円�
（9.5％）�

公債費�
27億7,298万円�
（11.4％）�

教育費�
27億3,436万7千円�
（11.3％）�

土木費�
18億6,218万1千円�
（7.7％）�

農林水産業費�
7億5,005万7千円�
（3.1％）�

消防費�
6億8,163万2千円�
（2.8％）�

商工費�
3億9,114万4千円�
（1.6％）� 労働費�

9,578万5千円�
（0.4％）�

議会費�
2億6,517万3千円�
（1.1％）�

その他�
2,000万円�
（0.1％）�

民生費民生費�
82億1,422万6千円�
（33.8％）％）�

民生費�
82億1,422万6千円�
（33.8％）�

衛生費衛生費�
41億7,664万9千円�
（17.2％）�

衛生費�
41億7,664万9千円�
（17.2％）�

231億4,274万1千円�

介護保険�
50億8,550万円�

交通災害共済�
1,825万円�

下水道�
14億757万円�

特定環境保全�
公共下水道�
7億7,270万円�

農業集落排水�
2億9,730万円�

地方卸売市場�
2,214万円�

水道事業会計�
12億8,567万6千円�

国民健康保険�

国民健康保険�

（�事業勘�定�）�
79億5,550万円�

（�直診勘�定�）�
877万円�

後期高齢者医療�
5億4,360万円�

企業会計�
70億3,141万1千円�

病院事業会計病院事業会計�
57億4,5734,573万5千円千円�
病院事業会計�
57億4,573万5千円�

特別会計�
161億1.133万円�
特別会計�

161億1,133万円�

企業会計�
70億3,141万1千円�

特別・企業会計�

歳　出

特別・企業会計

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計です。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成　

年
度
の
６
月
補
正
後
の
予

２２

22

算
に
比
べ
平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、　

億
１
１
０
０
万
円（
６.

２
％
）増
え
、
２
４
２
億
６
１
０
０
万

23

１４

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
特
別
会
計
は
１
億
１
６
１
８
万
７
千
円（
０.

７
％
）増
え
、
１
６
１
億
１
１
３
３
万
円
、

企
業
会
計
も
、
１
億
９
０
９
４
万
６
千
円（
２.

８
％
）増
え
、　

億
３
１
４
１
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

70

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
会
計
の
予
算
総
額
は
平
成　

年
度
の
６
月
補
正
後
の
予
算
に
比
べ　

億
１
８
１
３
万

２２

１７

３
千
円（
３.
８
％
）増
え
、
４
７
４
億
３
７
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
骨
格
予
算
・
・
・
地
方
公
共
団
体
の
長
の
選
挙
を
控
え
て
い
る
場
合
等
に
、
新
規
の
施
策
や
建
設
事
業
費
等
の
政
策
的
経
費
の
予
算
計
上
を
避
け
て
、
人
件
費

　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
必
要
最
小
限
度
の
経
費
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
予
算
。

※
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5 広報いずみ ２０１１（平成２３年）６月号

平成２３年度一般会計
２４２億６，１００

歳　入�
242億6,100万円�

繰入金�
1億5,445万円�
（0.6％）�

その他�
9億8,215万5千円�
（4.0％）�県支出金�

14億6,937万2千円�
（6.1％）� 分担金および負担金�

5億9,560万8千円�
（2.5％）�

使用料および手数料�
3億9,451万3千円�
（1.6％）�

繰越金�
1億円�
（0.4％）�

その他�
7億7,974万円�
（3.3％）�

国庫支出金�
28億649万1千円�
（11.6％）�

地方交付税地方交付税�
100億円�
（41.2％）�

地方交付税�
100億円�
（41.2％）�

市税市税�
48億3,927万1千円千円�
（19.9％）�

市税�
48億3,927万1千円�
（19.9％）�

依存財源�
71.7%

市債市債�
21億3,940万円万円�
（8.8％）％）�

市債�
21億3,940万円�
（8.8％）�

自主財源�

28.3%�

�

自主財源�

28.3%�

�

市�税�の�内訳�
48億3,927万1千円�

軽自動車税�
1億4,550万円�
（3.0％）�

入湯税�
154万円�
（0.0％）�市�た�ば�こ�税�

2億8,384万4千円�
（5.9％）�

固定資産税�
25億5,653万3千円�
（52.8％）�

固定資産税�
25億5,653万3千円�
（52.8％）�

市民税�
18億5,324万円�
（38.3％）�

市民税�
18億5,324万円�
（38.3％）�

歳　入

市税の内訳

Title:04-06.ec6  



6広報いずみ ２０１１（平成２３年）６月号

議
会
費

◎
政
務
調
査
費
交
付
金

　

４
５
０
万
円

総
務
費

◎
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金

　

積
立
金　

３
０
０
万
円

◎
地
域
活
性
化
事
業
費（
出
水
市

　

ふ
る
さ
と
育
成
塾
運
営
補
助
金
、

　

新
幹
線
出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ

　

ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
補
助
金
等
）

　

３
９
２
３
万
６
千
円

◎
定
住
促
進
事
業
費

　

８
２
２
４
万
円

◎
自
治
会
活
動
助
成
金

　

４
０
２
０
万
円

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事
業

　

補
助
金

　

９
７
５
万
円

◎
行
政
事
務
連
絡
関
係
費

　
（
広
報
用
放
送
施
設
設
置
補
助

　

金
等
）

　

８
３
４
３
万
６
千
円

◎
防
犯
対
策
費

　

８
６
３
万
７
千
円

民
生
費

◎
子
ど
も
手
当

　
　

億
９
８
０
０
万
円

１１
◎
社
会
福
祉
協
議
会
等
補
助
金

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助

　

金
、
福
祉
活
動
専
門
員
設
置
補

　

助
金
等
）

　

６
６
３
６
万
５
千
円

◎
障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策
事

　

業
費

　

２
１
３
１
万
３
千
円

◎
敬
老
バ
ス
乗
車
券
交
付
事
業
費

　

４
２
０
万
円

◎
後
期
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
施

　

術
料
助
成
事
業
費

　

１
０
０
１
万
９
千
円

◎
小
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
補
助

　

金

　

２
３
９
万
２
千
円

◎
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
費

　

１
億
１
０
３
５
万
円

衛
生
費

◎
病
院
事
業
営
業
運
転
資
金
貸
付

　

金　
　

億
円

１４

◎
病
院
事
業
繰
出
金　

　

７
億
３
３
３
７
万
４
千
円

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費

　

１
億
６
３
３
７
万
円

◎
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　

事
業
費　

２
１
０
０
万
円

◎
妊
婦
健
康
診
査
お
よ
び
妊
婦
・

　

新
生
児
訪
問
事
業
費

　

５
２
１
８
万
１
千
円

◎
不
妊
治
療
助
成
事
業
費

　

３
０
０
万
円

◎
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

　

業
費

　

２
億
５
７
１
４
万
３
千
円

労
働
費

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
費
補

　

助
金

　

２
４
１
４
万
円

◎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　

５
３
５
万
２
千
円

◎
地
域
雇
用
対
策
事
業
費

　

５
９
２
９
万
９
千
円

農
林
水
産
業
費

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　

費（
角
石
地
区
ほ
か　

地
区
）

２７

　

２
７
５
９
万
８
千
円

◎ 
来 
て 
観 
て 
体  
農  
自  
味 
交
流
事
業

き 

み 

た 

の 

し 

み

　

費（
農
業
体
験
型
ツ
ア
ー
モ
ニ

　

タ
ー
等
）

　

１
１
２
９
万
５
千
円

◎
基
幹
水
利
施
設
管
理
費

　

３
７
８
０
万
７
千
円

◎
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向

　

上
対
策
費

　

４
１
２
万
２
千
円

◎
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
費

　

１
０
９
０
万
５
千
円

商
工
費

◎
中
小
企
業
緊
急
支
援
利
子
補
給

　

金

　

１
億
２
０
３
３
万
４
千
円

◎
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
拡

　

大
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
負

　

担
金　

１
０
０
万
円

◎
住
宅
建
築
等
工
事
促
進
事
業
費

　
（
木
造
住
宅
新
増
改
築
補
助
金
）

　

３
０
０
０
万
円

土
木
費

◎
一
般
道
路
整
備
事
業
費

　

２
億
円

◎
道
路
維
持
補
修
費　

　

１
億
５
０
０
０
万
８
千
円

◎
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

　

定
事
業
費　

　

７
１
９
万
１
千
円

◎
公
園
管
理
費

　

２
９
６
３
万
８
千
円

◎
出
水
駅
周
辺
都
市
計
画
施
設
管

　

理
費

　

１
１
４
４
万
９
千
円

◎
公
営
住
宅
建
設
補
助
事
業
費　

　

２
億
８
５
０
８
万
１
千
円

◎
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
事
業
費

　

１
２
０
万
円

消
防
費

◎
消
防
総
務
業
務
費（
救
急
救
命

　

士
薬
剤
投
与
講
習
、
県
消
防
学

　

校
初
任
科
研
修
旅
費
等
）

　

９
１
１
万
８
千
円

◎
消
防
団
施
設
維
持
補
修
費

　
（
消
防
団
詰
所
ト
イ
レ
設
置
等
）

　

２
４
４
万
円

◎
防
災
行
政
無
線
管
理
費

　

１
３
１
８
万
５
千
円

教
育
費

◎
学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置

　

事
業
費（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
、

　

西
出
水
小
学
校
・
米
ノ
津
東
小

　

学
校
・
高
尾
野
小
学
校
）

　

５
６
６
万
８
千
円

◎
小
学
校
耐
震
補
強
事
業
費（
切

　

通
小
学
校
東
教
室
棟
、
大
川
内

　

小
学
校
管
理
教
室
棟
、
江
内
小

　

学
校
屋
内
運
動
場
）

　

４
５
２
０
万
４
千
円

◎
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
費

　
（
大
川
内
中
学
校
屋
内
運
動
場
、

　

野
田
中
学
校
北
教
室
棟
・
管
理

　

教
室
棟
）

　

６
６
２
０
万
４
千
円

◎
高
等
学
校
施
設
整
備
単
独
事
業

　

費（
商
業
高
校
１
号
棟
耐
震
補

　

強
設
計
委
託
、
７
号
棟
耐
震
補

　

強
・
改
修
工
事
）

　

４
９
５
０
万
円

◎
幼
稚
園
園
舎
建
設
事
業
費

　
（
野
田
幼
稚
園
園
舎
改
築
設
計

　

委
託
）

　

５
０
０
万
３
千
円

◎
公
民
館
整
備
事
業
補
助
金

　
（
自
治
公
民
館
整
備
事
業
等
）　

　

４
１
４
万
円
７
千
円

◎
天
然
記
念
物
ツ
ル
食
害
対
策
事

　

業
費

　

５
４
３
５
万
９
千
円

◎
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
事

　

業
費

　

１
９
０
７
万
５
千
円

◎
特
定
地
域
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

　

費

　

１
１
８
６
万
円

◎
自
主
文
化
事
業
費

　

７
０
２
万
４
千
円

◎
体
育
振
興
費

　

１
５
５
５
万
９
千
円

平
成　

年
度
の
主
な
事
業

２３

《
基
本
姿
勢
》

　
「
参
画
と
協
働
に
よ
る
、

　
　
　

市
民
が
主
役
の

　
　
　
　　

温
か
さ
の
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　

市
政
の
実
現
」

《
施
策
の
基
本
方
針
》

　

①
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
水

　
　

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
ま
ち

　
　

づ
く
り

　　

②
安
全
・
安
心
で
快
適
な
都
市

　
　

基
盤
が
整
っ
た
人
と
自
然

　
　

を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く

　
　

り

　　

③
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
は

　
　

ぐ
く
む
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

　
　

づ
く
り

　　

④
歴
史
と
文
化
の
薫
り
が
暮

　
　

ら
し
を
彩
る
教
育
と
住
民

　
　

自
治
の
ま
ち
づ
く
り

　　

⑤
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生

　
　

か
し
た
多
様
な
産
業
が
躍

　
　

進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　　

⑥
住
民
と
行
政
が
協
働
す
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

　　

⑦
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政

　
　

運
営
を
推
進
す
る
ま
ち
づ

　
　

く
り
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7 広報いずみ ２０１１（平成２３年）６月号

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合�

�
            

平
成
23
年
度
当
初
予
算�

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
の
平
成
23
年
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
当

初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
は
、
平
成
22
年

度
の
当
初
予
算
に
比
べ
１
８
６
５
万
円（
１
．

４
％
）増
え
、
13
億
６
９
４
万
５
千
円
に
な
り

ま
し
た
。�

　
歳
入（
収
入
）の
主
な
も
の
は
、
各
市
町
か

ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア
ル
ミ
の
不
用
品
売
払

収
入
等
お
よ
び
使
用
料（
じ
ん
か
い
処
理
場
使

用
料
等
）で
す
。�

　
歳
出（
支
出
）の
主
な
も
の
は
、
じ
ん
か
い

（
ご
み
）処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処

理
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合

の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護

保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生

費
、
圏
域（
２
市
１
町
）の
振
興
整
備
の
事
業

推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、
議
会

費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。�

　
予
算
の
執
行
は
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
財

政
計
画
を
立
て
て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

�
�　
　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス�

平成23年度当初予算　13億694万5千円�

歳　出�

総務費　�
７，９２５万１千円�
（6.1％）�

民生費　�
６，３１１万円�
 （4.8％）�

公債費　�
５億７，２４０万８千円�
　　（43.8％）�

衛生費�
５億８，８５２万７千円�

（45.0％）　 

歳　出　�
１３億６９４万５千円�

振興整備事業費　�
�　　２７５万円（0.2％）　�
議会費　�
�　　３９万９千円（0.0％）　�
予備費　�
�　　５０万円（0.1％）�

住民１人当たりに使われる金額　　　１４，３９８円　�

（平成23年３月末人口で算定）人口　９０，７７０人　�

�

歳　入�

使用料および手数料　�
２，１９０万２千円�
　 （1.7％）�

財産収入　�
２７５万円（0.2％）�諸収入　�

２，０１９万１千円�
　 （1.5％）�

内訳�

分担金および負担金　�
１２億６，２１０万２千円�
　　 （96.6％）�

歳　入�
１３億６９４万５千円�

阿久根市負担金　　２億４，０２５万７千円 �

出水市負担金　　　５億５，９９０万７千円 �

長島町負担金　　　１億５，９８６万７千円    �

地方交付税（注）　　３億　２０７万１千円 

（注）地方交付税・・・起債償還に充当される国からの財源措置分�

総務費� 介護保険事業費�じんかい処理費�し尿処理費�ﾘｻｲｸﾙ処理費�

８７３円� ６９５円� ４，０３３円� １，５７１円� ８８０円�

公債費�

６，３０６円�

返　済�

その他�

４０円�
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出水市へのご寄付ありがとうございました
　平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までに出水市に次の方々から寄付がございましたの
でお知らせします。公表することに同意された方のみ掲載しております。
　浄財をご寄付していただき感謝申し上げます。

配置場所寄付の内容住　 　所氏 　　名

老人福祉センター現金20,000円出水市黒蕨　道子

農家支援現金50,000円出水市
九州電力㈱出水営業所
　所長　井之上　賢一

市内14小学校ドッジボール26個東京都世田谷区
関東ふるさと出水会
　会長　中村　節

切通小学校付属幼稚園移動式本棚１台非公表
中村鉄工㈱
　代表取締役　中村　智一

米ノ津農村環境改善ｾﾝﾀｰ
野田農村環境改善ｾﾝﾀｰ

ガステーブルコンロ１２台
炊飯釜２台、パネル２枚

鹿児島市
�鹿児島県LPガス協会
　会長　秋元　耕一郎

市内小・中学校竹ほうき100本出水市馬籠　和夫

中央公民館絵画（100号）1枚出水市前田　友幸

東出水・出水・西出水
小学校

図書218冊非公表
出水ライオンズクラブ
　会長　平山　政壱

野田小・中学校図書314冊非公表宇都　忠良

西出水小学校図書カード100,000円出水市
㈱門田建設
　代表取締役　門田　孝一

東出水小学校図書8冊埼玉県春日部市小平　智子

クレインパークいずみ絵画（100号）1枚出水市赤松　茂

市立図書館現金30,000円出水市
国際ソロプチミスト出水
　会長　中村　邦子

非公表出水市下薗　むつみ

非公表出水市
出水市ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ協会
　桂木　政利

出水駅東口北側の
高柳川沿い

桜（ソメイヨシノ）5本
樹高3m、幹周0.3m、枝張1m

出水市
大豊工業㈱九州工場
　工場長　川口　和久

出水市学校給食センター鹿児島県産黒豚もも肉60kg出水市上口　哲実

市内公園桜苗木43本（樹高1m,幹周15�）出水市
NPO法人 How to 21 Club
　理事長　吉井　秀之

（順不同・敬称略）
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義援金寄付者一覧 （3月28日～4月28日順不同・敬称略）�
㈱ＮＥＯＭＡＸ鹿児島�
南津建築一同�
㈱コーユー会　代表取締役　
　高橋郁郎�
西出水小学校　紫翠幼稚園
　職員一同�
桜まつり実行委員会�
つかさとクリニック�
江�　洋子�
㈱コーユー会�
花木　一雄�
本田　璋�
山下　克彌�
大田　正隆�
紫尾　満吉�
�満　重人�
中村　まゆみ�
吉岡　久武�
勝目　紀�
齊藤　正子�
㈱トリーカ�
長井　正一�
中間　孝一�
古城　祐樹�
押川　森義�
松山　善人�
㈲アルプス環境�
㈲アグリ出水�
㈲山床製茶�
川原　サチ�
針原　安行�
勝木　豊�
渋木自動車�
�北薩法人会�
ホテル桃晃（グリーンヒル東光）�
肱岡　和彦�
田島　憲一�
餅原　ミツヱ�
竹田　忠雄�
日隈　愛子�
上原　三男�
山門　タキ�
高尾野中学校生徒会�
亜土利絵（募金）�
牧迫　光良�
中村　トミ子�
井山　利男�
前田　耕司�
湯田　實雄�
井手　照明�
松下　佳本�
池上　一男�
栗毛野　政夫�
ＮＰＯ野田郷�
窪田　としえ�
池田　松雄�
佐藤　嘉紘　�
笠置　信行�
職業訓練校�

稲田　正広�
㈲井手上木工�
ライラック�
笠置　真樹子�
三和住設　三和会一同�
野間口　三千男�
松永　盈�
㈲たかさご水道�
茅房　幸司�
坂口　哲一�
松川　晏雄�
渋木　徳満�
土屋　良孝�
高川ダム二世会�
山下　敏�
八重尾　守�
東出水小「６－い」�
曾根崎　亮�
愛甲　保�
モード美容室�
植元　丸子�
大島　和直�
マルイ農協グループ�
出水観光牛車会�
椎原　桂一郎�
南園　秀憲�
溝内　繁吉�
三垣　瑠美�
松村　暁�
前田　良子�
㈱平岩熱学�
栗毛野　繁�
福田　盛二�
出水市Ｔ．Ｂ．Ｇ協会　会員一同�
倉田　勲�
㈲さくらケアサービス�
グループホームやまぶき職員一同�
有料老人ホームことぶき職員一同�
ふちうえ建築工房�
出水工友会「出水支部」�
山之口　勉�
山口　清和�
小園　正勝�
上村　スミエ�
坊木　篤�
ジョイクラブ（テニス）�
阿久根石油㈱�
溝上　チリ子�
道上　裕治�
政所　貞吉�
松下　矩子�
中野　竹春�
住吉　利秋�
辻　栄三�
川涯　誠一郎�
原田　陸夫�
秋山　征男�
山下　清美�
㈲ふれあい館�

鶴丸会館�
船場　信男�
片岡　正�
明阪　統�
マチコ惣菜�
村原　征子�
上村　睦子�
片平　ノリ�
石原　タエ子�
垣内　雄一�
内園　フジ子�
川崎　寛�
片野坂　昇�
寺地　直�
西田　久子�
大堂　行次�
上元　紘一�
柏木　裕幸�
畠中　國男�
福山　政人�
平松上自治会親子会�
門口　勉�
㈱マツバラ�
瀬涯機工㈱�
向江婦人会�
小原地区むらづくり委員会�
平松東長寿会�
平松東ＧＧ同好会�
小野　茂�
立尾　昭�
柳田　正一�
小山　忠治�
竹中　盛�
大平　清次�
佐藤　勇�
溝上　吉人�
つかさとクリニック�
川曲　誠二�
出水民生委員児童委員協議会�
桜町自治会さくらサロン�
宮之原　巌�
中野　隆行�
富重　繁�
出水造園建設業協会�
昭和歌謡クラブ�
出水信ちゃん会�
出水市日朝友好協会�
出水信ちゃんゴルフ会�
大久保地区村づくり�
　物産直売所「山ん神」�
出水市自衛隊父兄会�
アーバンスポーツクラブ�
内薗　實�
出水緑花樹生産協議会�
出水高等学校平成６年度卒業生一同�
新保健手帳の会�
高尾野小学校平成２２年度卒業生一同�
江尻　登�

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支

援
し
よ
う
と
市
民
か
ら
募
っ
た
義

援
金
を
４
月
28
日
、
市
長
が
日

本
赤
十
字
社
に
伝
達
し
ま
し
た
。�

�

伝
達
し
た
義
援
金
は
３
８
２
４

万
３
７
６
円
。�

�

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後

の
３
月
14
日
か
ら
市
役
所
の
本

庁
舎
や
各
支
所
な
ど
の
４
カ
所
に

設
置
し
た
義
援
金
箱
、
自
治
会
連

合
会
を
通
じ
て
の
も
の
、
各
イ
ベ

ン
ト
、
各
団
体
か
ら
の
も
の
な
ど

で
す
。�

�

義
援
金
の
他
に
も
、
多
く
物
品

の
ご
寄
付
も
あ
り
、
計
３
回
被
災

地
に
お
送
り
し
ま
し
た
。�

※掲載している以外にも多くの自治会や匿名の方々から寄付をいただいております。�

が
ん
ば
ろ
う
! !
日
本�
が
ん
ば
ろ
う
! !
日
本�
が
ん
ば
ろ
う
! !
日
本�

東
日
本
大
震
災�
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市
で
は
、
平
成　

年
に
創
設
さ
れ
た
国
の

２０

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活
用
し
た
「
出

水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
の
寄

付
金
を
、
お
も
に
本
市
出
身
の
県
外
在
住
の

皆
さ
ま
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
は
１
９
７
件
の

２２

個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
ふ
る
さ
と
へ

の
想
い
と
と
も
に
５
０
８
万
４
千
円
余
り
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児

島
県
を
通
じ
て
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
県
か
ら
の
配
分
金
は
１
２
２
万
５
千

円
ほ
ど
あ
り
、
運
用
利
子
等
を
含
め
総
額
で

６
３
２
万
２
千
円
の
積
み
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ご
賛
同
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

寄
付
金
募
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々

に
、
改
め
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
の
目
的
に
合
っ
た
寄
付
金
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
出
水
麓
武
家
屋
敷

「
税
所
邸
」
の
公
開
用
の
備
品
購
入
費
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
は
出
水
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
全
身
麻
酔
器
購
入
費
に
一

部
を
充
て
る
ほ
か
、
市
制
５
周
年
記
念
の
郷

土
芸
能
大
会
映
像
記
録
費
に
充
て
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
付
金
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
親
戚
や
知
人
等
の
県
外
在
住
の
皆

さ
ま
に
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を

活
用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
た
だ
き
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
々

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
に
必
要
な
書
類
は
、
企
画
政
策
課
か
ら

直
接
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
は
次
表

の
四
つ
の
事
業
か
ら
選
択
し
て
、
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

 

 

書
類
請
求
・
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課　

地
域
振
興
係

　
（
�
�
４
０
３
６
）

平
成　

年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基

２２

金
】
寄
付
者
紹
介

寄
付
者
の
う
ち
、
居
住
地
お
よ
び
氏
名（
氏

名
の
み
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
を
含
む
）の
公

表
を
了
解
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

【
寄
付
受
付
順
・
敬
称
略
】

・
東
京
都
町
田
市　
　
　

溝
口　

重
行

・
東
京
都
目
黒
区　
　
　

浦
辺　

美
代
子

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市　

姫
嶋　

ミ
ヤ
ノ

・
東
京
都
江
東
区　
　
　

松
浦　

昭
則

・
兵
庫
県
淡
路
市　
　
　

畠
田　

典
年

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

杉
本　

正
名

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

中
村　
　

節

・ 

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｉ

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

山
口　

睦
男

・
東
京
都
小
金
井
市　
　

平
下　

康
雄

・
埼
玉
県
北
本
市　
　
　

今
川　

一
雄

・
神
奈
川
県
相
模
原
市　

土
屋　

美
知
子

・
埼
玉
県
桶
川
市　
　
　

田
村　

ス
ミ
エ

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

末
永　
　

誠

・
茨
城
県
那
珂
市　
　
　

吽
野　

清
子

・
神
奈
川
県
海
老
名
市　

井
上　

通
行

・
兵
庫
県
加
古
川
市　
　

池
田　

十
藏

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

新
冨
昭
則
・
友
枝

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

尾
郷　

良
幸

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」の
報
告
と
寄
付
募
集
の
お
願
い

選択できる事業および平成22年度事業別積立金

積 立 金 額　　 事　　 業　　 名　　

８７０千円海・山・川などの自然環境を守りは
ぐくむ事業１

２，０７３千円教育・文化の振興を図り未来を担う
人づくり事業２

１，１１１千円ツルや武家屋敷など地域資源の保
全と活用を図る事業３

２，２６８千円その他地域の活性化など目的達成
のために必要な事業４

平
成　

年
度
は
６
３
２
万
２
千
円
の
基
金
積
立
！

22

寄
付�

寄付金控除の�
申告（寄付受入�
書添付）�

当該年の�
所得税から�
税軽減�

翌年度の�
住民税から�
税軽減�

通
知�

寄付申込書�

事業検討�
寄付ご賛同�

寄付受入書�

居住地に納める住民税額の概ね１割を限度に、2,000円（住民税については平成23年度税�
制改正により5,000円から2,000円になる見込み）を超える寄付金について所得税と個人�
住民税の軽減を受けることができます。�

★
寄
付
の
特
典
★

　

県
外
の
寄
付
者
に
は
、
一
年
間
、
市
の

広
報
紙
等
を
発
送
し
、
出
水
市
の
情
報
提

供
を
す
る
ほ
か
、「
か
ご
し
ま
応
援
者
」
と

し
て
、
県
内
各
施
設
の
入
場
割
引
等
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
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・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

竹
中　

範
雄

・
大
阪
府
茨
木
市　
　
　

尾
籠　

幸
二

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

加
藤　

マ
ツ
エ

・
東
京
都
目
黒
区　
　
　

川
上　

三
男

・
東
京
都
東
村
山
市　
　

軸
薗　

勝
久

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

浦
�　

虎
男

・
福
岡
県
春
日
市　
　
　

森　
　

可
成

・
山
梨
県
甲
斐
市　
　
　

堀
野　

義
行

・
東
京
都
板
橋
区　
　
　

野
中　
　

久

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

柴
田　

昭
美

・
大
阪
市　
　
　
　
　
　

犬
童　

幸
二

・
愛
媛
県
越
智
郡　
　
　

福
井　

敦
子

・
埼
玉
県
草
加
市　
　
　

児
島　

泰
夫

・
東
京
都
東
久
留
米
市　

栗
木　
　

安

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

外
薗　

憲
造

・
東
京
都
練
馬
区　
　
　

宮
路　

貞
孝

・
神
奈
川
県
海
老
名
市　

江
口　

幸
二

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
重
人
・
和
子

・
東
京
都
墨
田
区　
　
　
　

Ｙ
・
Ｙ

・
東
京
都
荒
川
区　
　
　

金
沢　

春
枝

・
埼
玉
県
北
本
市　
　
　

大
迫　

力

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

東
郷　

茂
代

・
東
京
都
昭
島
市　
　
　

福
島
安
巳
・
幾
子

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

宮
川　

幸
男

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

金
子　

英
男

・
東
京
都
足
立
区　
　
　

平
原　

定
敬

・
福
岡
市　
　
　
　
　

�
松
村
電
機
製
作
所

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　
　

Ｒ
・
Ｎ

・
神
奈
川
県
綾
瀬
市　
　

黒
木　

彬
文

・
千
葉
県
松
戸
市　
　
　

大
石　
　

悟

・
東
京
都
八
王
子
市　
　

先
崎　
　

一

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

川
添　

幸
一

・
東
京
都
江
戸
川
区　
　
　

Ｓ
・
Ｎ

・
東
京
都
新
宿
区　
　
　

窪
田　
　

勝

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

田
代　

貞
幸

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

鹿
子
木　

幸
一

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

稔

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田　

常
夫

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

木
原　

フ
ジ
子

・
神
奈
川
県
平
塚
市　
　

仲
村　

昭
一

・
東
京
都
墨
田
区　
　
　

才
田　

喜
藏

・
静
岡
県
磐
田
市　
　
　

福
本　

正
子

・
千
葉
市　
　
　
　
　
　

宮
下　

瑞
弘

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

愛
甲　

藤
雄

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｉ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
坂　

法
道

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

洋
子

・
埼
玉
県
新
座
市　
　
　

特
手　

幸
治

・
奈
良
市　
　
　
　
　
　

池
上　

義
孝

・
埼
玉
県
蕨
市　
　
　
　

�
久　

昌
子

・
福
岡
県
粕
屋
郡　
　
　

小
西　

正
明

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

藤
野　

勉

・
大
阪
府
松
原
市　
　
　

伊
藤　

清

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

肥
本　

義
和

・
兵
庫
県
高
槻
市　
　
　

川
本　

福
江

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

吉
崎　

愛
人

・
東
京
都
北
区　
　
　
　

伊
福　

正
明

・
埼
玉
県
比
企
郡　
　
　
　

Ｍ
・
Ｎ

・
大
阪
府
茨
木
市　
　
　

下
野　

和
徳

・
兵
庫
県
神
戸
市　
　
　

松
田　

み
つ
子

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中　

カ
ヲ
ル

・
大
阪
府
高
石
市　
　
　

巽　
　

チ
エ

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｋ

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

阿
多　

真
人

・
大
阪
府
枚
方
市　
　
　

石
澤　

文
敏

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

正
三

・
兵
庫
県
尼
崎
市　
　
　

渡
邉　

秀
三

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｆ

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

山
崎　

多
聞

・
福
岡
県
北
九
州
市　
　

郷
式　

清
子

・
和
歌
山
県
海
南
市　
　
　

Ｎ
・
Ｋ

・
栃
木
県
足
利
市　
　
　

坂
原　

節
子

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松　

義
悌

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

野
間
口　

至

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

大
仲　

成
子

・
兵
庫
県
川
西
市　
　
　

小
野　

雅
裕

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

東
園　

盛
男

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田　

孝

・
千
葉
県
八
千
代
市　
　

向
井　

逸
子

・
熊
本
県
上
益
城
郡　
　

井
上　

好
子

・
兵
庫
県
尼
崎
市　
　
　

栫　
　

昭
夫

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

本
田　

義
信

・
大
阪
府
箕
面
市　
　
　

松
永　

靖
子

・
福
岡
県
福
津
市　
　
　

岐
部　

善
治

・
東
京
都
八
王
子
市　
　

清
水　

と
み
え

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

御
供
田　

誠

・
千
葉
市　
　
　
　
　
　

池
上　

司

・
大
阪
府
吹
田
市　
　
　
　

Ｓ
・
Ｔ

・
滋
賀
県
長
浜
市　
　
　

松
井　

盛
征

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　
　

Ｔ
・
Ｋ

・
大
阪
府
羽
曳
野
市　
　

古
川　

利
浩

・
愛
知
県
刈
谷
市　
　
　

御
所
園　

輝
雄

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市　

川
内　

輝
夫

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

原
田　

三
雄

・
兵
庫
県
宝
塚
市　
　
　

尾
籠　
　

透

・
出
水
市　
　
　

米
ノ
津
中
同
窓
会
八
日
会

・
出
水
市　
　
　
　
　
　

外
園　

公
男

・
京
都
府
京
田
辺
市　
　

榎
本　

比
呂
志

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

轟
木　

昭
俊

・
京
都
市　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
也

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

吉
永　

一
成

・
福
岡
県
春
日
市　
　
　
　

Ｔ
・
Ｉ

・
埼
玉
県
朝
霞
市　
　
　

徳
留　

孝
寛

・
千
葉
県
松
戸
市　

元
隆
の
鶴
関
の
フ
ァ
ン

・
熊
本
市　
　
　
　
　
　

�
元　

達
郎

・
大
阪
府
八
尾
市　
　
　

田
之
畑　

富
美
江

・
東
京
都
中
央
区　
　
　

笠
野　

満
広

　
　
　
　
　
　
【
平
成　

年
３
月　

日
現
在
】

２３

３１
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米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
に
つ
い
て　

〜
取
引
等
の
記
録
・
保
存
は
昨
年　

月
か
ら
、
産
地
情
報
の
伝
達
は
本
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜

１０

　

平
成　

年
４
月
に
、
米
穀
事
業
者
に
対
し
米
穀
等
の
譲
り
受
け
、
譲
り
渡
し
に
係
る
情
報
の
記
録
お

２１

よ
び
産
地
情
報
の
伝
達
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
対
象
品
目

　

米
穀（
玄
米
・
精
米
等
）、
米
粉
や
こ
う
じ
等
の
中
間
原
材
料
、
米
飯
類
、
も
ち
、
だ
ん
ご
、
米
菓
、　

　

清
酒
、
単
式
蒸
留
焼
酎
、
み
り
ん

◎
対
象
事
業
者

　

生
産
者
を
含
め
、
対
象
品
目
と
な
る
米
・
米
加
工
品
の
販
売
、
輸
入
、
加
工
、
製
造
ま
た
は
提
供（
飲

　

食
店
な
ど
）の
事
業
を
行
う
す
べ
て
の
事
業
者

取
引
等
の
記
録
の
作
成
・
保
存　
（
平
成　

年　

月
１
日
施
行
）

２２

１０

　

対
象
品
目
で
あ
る
米
・
米
加
工
品
の
取
引
等
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
記
録
を
作
成
し
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
記
録
は
、
伝
票
類
・
帳
簿
等
の
紙
媒
体
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
媒
体
の
い
ず
れ
で
も
結

構
で
す
。

記
録
事
項

　

品
名
、
産
地
、
数
量
、
年
月
日
、
取
引
先
名
、
搬
入
・
搬
出
を
行
っ
た
場
所

※
産
地
の
記
録
は
、
国
産
の
場
合
は
「
国
内
産
」「
国
産
」
の
他
、
都
道
府
県
名
や
一
般
に
知
ら
れ
た
地

　

名
。
外
国
産
の
場
合
は
、
そ
の
「
国
名
」
を
記
載
。

保
存
期
間

　

取
引
等
を
行
っ
た
日
か
ら
３
年
間

※
消
費
期
限
が
付
さ
れ
て
い
る
商
品
等：

取
引
を
行
っ
た
日
か
ら
３
カ
月
間

※
賞
味
期
限
が
取
引
日
か
ら
３
年
を
超
え
る
商
品
等：

取
引
を
行
っ
た
日
か
ら
５
年
間

産
地
情
報
の
伝
達　
（
平
成　

年
７
月
１
日
施
行
）

２３

　

対
象
品
目
で
あ
る
米
・
米
加
工
品（
飼
料
用
な
ど
の
非
食
用
の
も
の
は
除
く
）を
、
他
の
事
業
者
へ
譲
り

渡
し
た
り
、
一
般
消
費
者
へ
販
売
・
提
供
し
た
場
合
は
、
産
地
情
報
の
伝
達
が
必
要
で
す
。

事
業
者
間
に
お
け
る
産
地
情
報
の
伝
達

　

対
象
品
目
を
他
の
事
業
者
へ
譲
り
渡
す
場
合
に
、
伝
票
等
ま
た
は
商
品
の
容
器
・
包
装
等
に
記
載
す
る

　

こ
と
に
よ
る
産
地
情
報
の
伝
達
が
必
要
で
す
。

一
般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報
の
伝
達

　

米
ト
レ
サ
法
に
基
づ
き
、
包
装
に
記
載
や
店
内
に
掲
示
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
産
地
情
報
の
伝
達

　

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
原
料
原
産
地
表
示
の
義
務
が
あ
る
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
従
い
表
示
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
省
九
州
農
政
局

　

鹿
児
島
農
政
事
務
所
食
糧
部
消
費
流
通
課

　
（
�
０
９
９－

２
２
２－

０
１
２
１
）

６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」です！
　「食育」とは、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康の確保等が図れるよう、自らの食について考え

る習慣や食に関するさまざまな知識と食を選択する判断力を楽しく身に付けるための学習等の取り組みであり、生きる

上での基本であって、知育、徳育および体育の基礎となるべきものです。

　厚生労働省、農林水産省、文部科学省では、がん、心臓病、糖尿病などの生活習慣病が健康問題の課題になっている

ことや、肥満、やせの増加、朝食の欠食、塩分や脂肪の取りすぎなど食生活の問題もみられることから、具体的に実践

ができる目標として「食生活指針」を制定しています。

◎「食生活指針」を目安にして、あなたの食生活を見直してみましょう。
　

≪　食　生　活　指　針　≫
　

（食生活指針の実践のために）
　

①　食事を楽しみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　⑥　食塩や脂肪は控えめに。
②　１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを。　　⑦　適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を。
③　主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。　　　⑧　食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も。
④　ごはんなどの穀類をしっかりと。　　　　　　　　　　⑨　調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく。
⑤　野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて。　⑩　自分の食生活を見直してみましょう。

問い合わせ先　　本庁農林水産課産業政策係（�６３－４０５５）
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おお らら せせ知知

13

　

毎
年
６
月
第
２
週（
本
年
は
、

６
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
）は
、

11

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

　

出
水
市
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、

危
険
物
安
全
週
間
に
伴
い
、
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
に

は
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
奮
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
４
日（
土
）

　

午
後
３
時
〜
同
４
時

場　

所　

　

高
尾
野
き
ら
め
き
ド
ー
ム

内　

容　

ゲ
ー
ム
、
推
進
標
語
の

　

唱
和
お
よ
び
抽
選
会

定　

員　

先
着
２
０
０
人

参
加
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先　
　

　

出
水
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険

　

物
係（
�
○63
 

０
１
１
９
）

 

　

木
片
に
彫
刻（
カ
ー
ビ
ン
グ
）を

し
て
、
か
わ
い
い
小
鳥
の
飾
り
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

６
月　

日（
日
）

19

　

午
後
１
時　

分
〜
同
３
時　

分

30

30

場　

所　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
実
験
室

対　

象　

小
学
生
か
ら
一
般

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
る

定　

員　
　

人
20

参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）　

申
込
方
法　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い

　

ず
み
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
�
○63
 

８
９
１
５
）

日　

時　

７
月
３
日（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

場　

所　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　

セ
ン
タ
ー

参
加
団
体　
　

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

Ａ
・
ｇ
ａ
ｉ
ｎ

　
（
混
声
／
出
水
市
）

○
コ
ー
ル
メ
イ
プ
ル（
混
声
／
出

　

水
市
）

○
コ
ー
ル
の
だ（
女
声
／
出
水
市
）

○
コ
ー
ル
み
か
さ（
混
声
／
阿
久

　

根
市
）

○
コ
ー
ル
う
ず
し
お（
女
声
／
長

　

島
町
）

賛
助
出
演　

楠
声
会
合
唱
団（
男

　

声
／
鹿
児
島
市
）

入
場
料　

無　

料　

問
い
合
わ
せ
先　

　

北
薩
合
唱
連
盟

　
（
�
○62
 

０
１
３
１
）

　

出
水
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
水
源
の
森
づ
く
り
の
た
め
の

草
刈
り
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月　

日（
日
）

19

　

午
前
９
時
〜
同　

時
11

※
小
雨
決
行

場　

所　

東
光
山
公
園　

対
象
者　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
る

募
集
人
員　

１
０
０
人
程
度

申
込
期
限　

６
月　

日（
火
）

14

○
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る

　

べ
く
乗
り
合
い
で
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
、
参
加
者
に
は
軽

　

食
を
準
備
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

　
（
�
○63
 

４
０
５
７
）

日　

時　

　

７
月
５
日（
火
）〜
同
７
日（
木
）、

　

同　

日（
月
）〜
同　

日（
木
）

11

14

　

午
後
６
時
〜
同
９
時

※
全
７
回
実
施

場　

所　

出
水
工
業
高
等
学
校　

内　

容　

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
作
成
、
か

　

ん
た
ん
家
計
簿
作
成
な
ど

応
募
条
件　

　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
さ
れ

　

る
方

定　

員　
　

人
程
度

10

受
講
料　

２
千
円（
教
材
代
）

申
込
方
法　

　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

　

上
、
６
月　

日（
木
）必
着
で
ご

16

　

応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
工
業
高
等
学
校
県
民
大
学

　

係
（
�
○62
 

０
０
１
０
）

危
険
物
安
全
週
間
推
進
大
会

を
開
催 催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

ししししししししししししししししししししし

催

し

平
成　

年
度
推
進
標
語

23

「
危
険
物　

無
事
故
の

　
　

ゴ
ー
ル
は
譲
れ
な
い
！
」

野
鳥
カ
ー
ビ
ン
グ
を
開
催

第　

回
北
薩
合
唱
祭
を
開
催

12

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

募

集

平
成　

年
度
出
水
工
業
高
等

23

学
校
生
涯
学
習
県
民
大
学

「
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
」受
講
生
を
募
集

日　時
　７月２０日（水）
　午後７時開演
場　所
　市音楽ホール　
入場料
　一　　　般　　　
　　　　　　１，０００円
　高校生以下　　　
　　　　　　　５００円
※全席自由

前売券販売所
　市中央公民館・市高
　尾野教育支所・市野
　田農村環境改善セ
　ンター・亜土利絵・
　エンゼル・金海堂出
　水店・諏訪書店

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　
　市中央公民館内生涯学習課（�６３－２１０６）

文化会館自主文化事業
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14

　

県
で
は
、
地
域
、
職
場
等
に
お

い
て
社
会
的
性
別（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

の
視
点
を
も
っ
た
男
女
共
同
参
画

の
推
進
役
と
な
る
人
材
養
成
を
目

的
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
知

識
と
手
法
を
学
ぶ
た
め
の
連
続
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
お
よ
び
内
容

【
７
月　

日（
土
）】

16

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

　

〜
デ
ー
タ
か
ら
読
み
と
る
男
女

　

共
同
参
画
の
現
状
〜

○
「
男
女
共
同
参
画
」
の
概
念

【
８
月
６
日（
土
）】

　

男
女
共
同
参
画
と
人
権

　

〜
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
自
分

　

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜　

【
８
月　

日（
土
）】

20

　
「
わ
た
し
」
を
振
り
返
る

　

〜
男
女
共
同
参
画
の
学
び
と　

　
「
わ
た
し
」と
の
出
会
い
を
確
認

　

す
る
〜

【
９
月
３
日（
土
）】

　

地
域
に
お
け
る
人
と
人
の
関
係

　

づ
く
り

　

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に　

　

立
っ
た
地
域
づ
く
り
〜

時　

間　

　

午
後
１
時　

分
〜
同
４
時　

分

15

45

会　

場　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

　

ン
タ
ー
研
修
室

講　

師　

○
た
も
つ　

ゆ
か
り
氏（
オ
フ
ィ

　

ス
ピ
ュ
ア
代
表
・
鹿
児
島
県
男

　

女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
）

○
�
�　

恵
氏（
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ

　

ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ

　

ー
）

受
講
資
格　

原
則
と
し
て
毎
回
受

　

講
で
き
る
方

募
集
定
員　

先
着　

人　
50

参
加
料　
　

無　

料

申
込
締
切　

６
月　

日（
木
）

30

申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

　

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
電
話
、

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込
く
だ
さ

　

い
。

　

ま
た
、
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
「
託
児
希
望
」
と
明
記
の
上
、

　

お
子
さ
ま
の
名
前
・
年
齢（
６
カ

　

月
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
）

　

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
推
進
課

　

〒
８
９
２－

０
８
１
６

　

鹿
児
島
市
山
下
町　

－

　
１４

５０

　
（
�
０
９
９－

２
２
１－
６
６

　

０
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９－

２
２

　

１－

６
６
４
０
）

　

電
子
メ
ー
ル　

　

harm
ony@

kagoshim
a-pac.jp

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
な
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

【
教
養
学
部
】

○
科
目
履
修
生（
６
カ
月
在
学
し
、

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学

　

し
、
学
士
の
学
位
の
習
得
を
目

　

指
す
）

【
大
学
院
】

○
修
士
科
目
生（
６
カ
月
在
学
し
、

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

　

６
月
１
日
〜
８
月　

日
31

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
６
月

　

１
日
か
ら
受
け
付
け
開
始

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン　

　

タ
ー
（
�
０
９
９－

２
３
９－

３
８
１
１
）

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

「
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
」

受
講
者
を
募
集

放
送
大
学　

月
入
学
生
募
集

10

県立出水養護学校生涯学習県民大学講座
受講生募集

内容および期日　　
【陶芸講座】全５回　　　　【コーラス講座】全５回
　７月７日（木）　　　　　　１０月１３日（木）
　７月１４日（木）　　　　　　１０月２０日（木）
　９月８日（木）　　　　　　１０月２７日（木）
　１０月１３日（木）　　　　　　１１月１０日（木）
　１１月１７日（木）　　　　　　１１月１７日（木）
時　間　　午後５時３０分～同７時３０分
募集人員　各コース先着３０人程度
※陶芸講座は、本講座未経験者を優先します。
受講料　　保険料と材料費（陶芸講座のみ１，０００円程度）
締切日　　６月１０日（金）必着
申込方法　往復はがきに希望コース、住所、氏名、年
　　　　　齢、電話番号を明記の上、郵送でお申し
　　　　　込みください。
申込・問い合わせ先
　〒８９９－０２０８
　　出水市文化町９６６番地
　　出水養護学校生涯学習県民大学講座係　（�６３－３４００）

◆開講場所　市働く婦人の家（保健センター２階）

◆対象者　　女性（市内に居住または市内に勤務）

◆申込方法　電話でお申し込みください。

◆申込先　　市働く婦人の家（�６３－２１８５）

パンと夏野菜のお手軽レシピ
ランチに作って、いただきます！

◆開講日　　　７月２３・３０日、８月６・２０・２７日（土・全５回）
◆開講時間　　午前１０時～午後１時
◆講　師　　　山下　ひとみ先生（パン＆野菜ソムリエ）
◆受講料　　　材料費１回５００円
◆申込締切日　７月１２日（火）

夏においしい冷たいパスタ！
シェフの味付けを教わりましょう

◆開講日　　　７月６日（水）
◆開講時間　　午後７時～同１０時
◆講　師　　　北村　潤先生（マルチェロ・オーナーシェフ）
◆受講料　　　材料費８００円
◆申込締切日　６月２８日（火）

前期定期講座「パンでワンプレートランチ」～夏コース～

前期一日講座「シェフの冷製パスタ」

働く婦人の家主催講座の参加者募集

Title:13-19お知らせ.ec6  
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15

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
の
奨
学
生
募
集
に
は
、
進
学
前

に
奨
学
金
の
貸
与
を
予
約
す
る
予

約
募
集
と
、
進
学
後
に
申
し
込
む

在
学
募
集
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
校
、
奨
学
金
月
額
、

募
集
期
限

 

応
募
資
格

　

保
護
者
等
が
自
動
車
事
故
や
踏

　

切
事
故
な
ど
、
道
路
に
お
け
る

　

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重

　

い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け
ず

　

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒

　

・
学
生
で
あ
る
こ
と
。（
申
込
時

　
　

歳
ま
で
の
方
）

29

　

通
常
の
交
通
事
故
証
明
書
が
発

　

行
さ
れ
る
事
故
以
外
に
、
東
日

　

本
大
震
災
に
起
因
す
る
車
両
事

　

故
に
つ
い
て
も
、
採
用
で
き
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
�
○63
 

４
０
７
８
）

　

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
県
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を

幅
広
く
お
聴
き
し
、
今
後
の
諸
施

策
を
進
め
る
上
で
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
、
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
　

歳
以
上
の
県
内
居

20

　

住
者
で
、
県
政
に
関
心
を
持
ち
、

　

そ
の
推
進
・
向
上
に
協
力
い
た

　

だ
け
る
方
。
た
だ
し
、
次
に
該

　

当
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

　

会
の
議
員

○
常
勤
の
国
家
公
務
員
ま
た
は
地

　

方
公
務
員

○
過
去
２
期（
４
年
）の
間
に
連
続

　

し
て
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
さ
れ
た

　

方
任　

期　

　

平
成　

年
９
月
１
日
〜
平
成　

23

25

　

年
８
月　

日（
２
年
間
）

31

募
集
人
員　

２
０
０
人

応
募
方
法　

　

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生

　

年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
電
話

　

番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
お

　

持
ち
の
場
合
の
み
）、
各
種
モ

　

ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
、
応
募
の

　

抱
負（
１
０
０
字
程
度
）を
ご
記

　

入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

　

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応

　

募
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

６
月　

日（
金
）

24

※
当
日
消
印
有
効

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
知
事
公
室
広
報
課
県
民
の

　

声
係
（
�
０
９
９－

２
８
６－

２
０
９
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９－

２
８
６－

２
１
１
９
）

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
こ
ろ
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

７
月
１
日（
金
）

　

午
後
１
時　

分
〜
同
３
時　

分

30

30

※
相
談
時
間：

１
人　

分
程
度

40

場　

所　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

　

相
談
会
で
す
。
な
お
、
診
察
・

　

診
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
料　

無　

料

申
込
方
法　

予
約
制
で
す
の
で
、

　

希
望
の
方
は
６
月　

日（
金
）ま

24

　

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

希
望
多
数
の
場
合
は
、
予
約
を

　

お
断
わ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

　

す
。

相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
�
○63
 

２
１
４
３
）

　

県
で
は
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
の

遺
族
お
よ
び
旧
軍
人
等
の
皆
さ
ま

を
対
象
と
し
て
、
援
護
や
軍
人
恩

給
等
の
相
談
に
応
じ
る
援
護
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

７
月　

日（
木
）

21

　

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

11

30

場　

所　

伊
佐
市
大
口
元
気
こ
こ

　

ろ
館

相
談
内
容

○
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

　

別
弔
慰
金

○
戦
没
者
や
戦
傷
病
者
等
の
妻
に

　

対
す
る
特
別
給
付
金

○
援
護
年
金

○
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

○
そ
の
他
、
日
頃
か
ら
援
護
や
恩

　

給
に
関
し
て
、
疑
問
に
思
っ
て

　

い
る
こ
と

※
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
お

　

持
ち
の
方
は
、
当
日
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係

　
（
�
０
９
９－

２
８
６－

２
８

　

２
８
）

　

公
平
委
員
会
と
は
、
法
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
市
職
員
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
措
置
の
要
求
お
よ
び
市

職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分（
市

職
員
の
懲
戒
等
）を
審
査
し
、
な

ら
び
に
こ
れ
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
職
務
と
す
る

独
立
し
た
地
位
を
有
す
る
機
関
で

す
。

公
平
委
員
会
委
員

【
委
員
長
】

　

松
元
幸
男（
茶
円
堀
自
治
会
）

【
委
員
】

　

森
永
洋
一（
平
松
東
自
治
会
）　

【
委
員
】

　

花
田
純
久（
千
本
付
自
治
会
）

問
い
合
わ
せ
先

　

公
平
委
員
会（
�
○63
 

４
０
７
６
）

相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

相

談

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生
を

募
集

県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

を
募
集

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

ららららららららららららららららららららら

せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

お

知

ら

せ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
会
を

開
催

移
動
援
護
相
談
を
実
施

募集期限奨学金月額学校

在学募集　　　　　平成24年１月31日
第１次予約募集　　９月30日
第２次予約募集　　平成24年２月29日

２万円、３万円または４万円から選択高等学校・高等専門学校

在学募集　　　　　11月10日
第１次予約募集　　９月20日
第２次予約募集　　平成24年１月31日

４万円、５万円または６万円から選択大学・短期大学

在学募集　　　　　６月10日
予約募集　　　　　平成24年１月31日

５万円、８万円または10万円から選択大学院

在学募集　　　　　12月31日
予約募集　　　　　平成24年２月29日

４万円、５万円または６万円から選択専修学校専門課程・各種学校

２万円、３万円または４万円から選択専修学校高等課程

※学校種によっては、入学一時金、進学準備金の制度が受けられます。

出
水
市
公
平
委
員
会
を
設
置
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出
水
市
交
通
災
害
共
済
は
、
市

民
一
人
一
人
が
少
な
い
会
費
を
出

し
合
い
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故

に
遭
わ
れ
た
方
に
見
舞
金
を
贈
る

相
互
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

市
内
で
は
交
通
事
故
が
依
然
と

し
て
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

共
済
見
舞
金
の
申
請
を
さ
れ
る
方

は
毎
年
１
０
０
件
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

共
済
見
舞
金
は
決
し
て
大
き
な

金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
け

取
ら
れ
た
方
々
に
は
加
入
し
て
い

て
よ
か
っ
た
と
の
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
事

故
に
よ
っ
て
災
害
を
受
け
ら
れ
た

方
に
少
し
で
も
多
く
の
見
舞
金
を

贈
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
対

象
と
す
る
事
故
の
範
囲
を
拡
大
し

見
舞
金
額
を
増
額
す
る
な
ど
、
次

の
よ
う
に
制
度
の
内
容
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

※
今
回
の
改
正
は
、
平
成　

年
７

23

　

月
１
日
以
後
に
発
生
し
た
事
故

　

に
つ
い
て
適
用
し
、
６
月　

日
30

　

ま
で
に
発
生
し
た
事
故
に
つ
い

　

て
は
、
改
正
前
の
内
容
で
見
舞

　

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

主
な
改
正
の
内
容

【
対
象
と
な
る
交
通
事
故
の
範
囲
】

○
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
の
車
椅

　

子
、
電
動
カ
ー
ト
に
乗
車
中
の

　

自
損
事
故
も
対
象
と
し
ま
す
。

○
治
療
実
日
数
７
日
以
上
を
対
象

　

と
し
て
い
ま
し
た
が
５
日
以
上

　

を
対
象
と
し
ま
す
。（
ギ
プ
ス

　

等
に
よ
る
固
定
を
し
た
日
は
通

　

院
日
と
み
な
し
ま
す
。）

【
共
済
見
舞
金
の
額
】

○
入
院
１
日
に
つ
き
８
０
０
円
を

　

１
０
０
０
円
に
、
通
院
１
日
に

　

つ
き
６
０
０
円
を
８
０
０
円
に

　

増
額
し
ま
す
。

○
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
会

　

員
に
子（
生
計
同
一
で
、　

歳
18

　

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

　

月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
）

31

　

が
い
る
と
き
は
、
１
人
に
つ
き

　
　

万
円
を
加
算
し
ま
す
。　
　

20
【
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
】

　

請
求
の
期
間
は
、
事
故
日
か
ら

　

１
年
以
内
を
２
年
以
内
に
延
長

　

し
ま
す
。（
支
給
対
象
と
す
る

　

治
療
の
期
間
は
、
従
来
ど
お
り

　

事
故
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。）

平
成　

年
度
の
加
入
更
新
期
間

23

　

共
済
期
間
が
７
月
１
日
か
ら
で

　

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
６
月　
30

　

日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
以
降
に
加
入
申
し
込

　

み
を
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
翌

　

日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
加
入
申
込
書
は

23

　

各
自
治
会
長
が
各
戸
に
配
布
し

　

取
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
自
治

　

会
の
取
り
ま
と
め
の
方
法
に
従

　

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

個
別
に
申
し
込
む
場
合
は
、
申

　

込
書
に
記
載
の
納
付
場
所
で
会

　

費（
１
人
３
６
０
円
）を
添
え
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
加
入
申

　

込
書
と
同
時
に
配
付
す
る
チ
ラ

　

シ
や
、
申
込
書
の
裏
面
に
掲
載

　

し
て
あ
る
「
注
意
事
項
」
と
「
出

　

水
市
交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
」

　

を
よ
く
読
ん
で
か
ら
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

　
（
�
○62
 

０
１
６
３
）

　

高
尾
野
支
所
地
域
振
興
室

　
（
�
○82
 

５
４
０
０
）

　

野
田
支
所
地
域
振
興
室

　
（
�
○84
 

４
８
１
０
）

　

こ
れ
ま
で
「
冷
蔵
倉
庫
用
の
家

屋
」の
固
定
資
産
税
評
価
額
は「
一

般
の
倉
庫
」
と
同
じ
取
り
扱
い
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
24

度
か
ら
「
一
般
の
倉
庫
」
に
比
べ

て
評
価
額
が
早
く
減
少
す
る
計
算

方
法
に
変
更
し
ま
す
。

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
「
冷
蔵
倉
庫
用
の
家
屋
」
を
市

内
に
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
職

員
が
現
地
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
木
造
以
外
の
倉
庫
用
建
物

○
倉
庫
の
保
管
温
度
が
冷
蔵
設
備

　

に
よ
っ
て
摂
氏　

度
以
下
に
保

10

　

た
れ
て
い
る
。

○
建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫（
事
務

 

　

所
な
ど
冷
蔵
倉
庫
以
外
で
使
用

　

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
床
面
積

　

の　

％
以
上
が
冷
蔵
倉
庫
）　

50

※
倉
庫
内
に
単
に
冷
蔵
庫
を
設
置

　

し
て
い
る
も
の
は
対
象
と
は
な

　

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
�
○63
 

４
０
３
２
）

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
！

出
水
市
交
通
災
害
共
済

７
月
１
日
か
ら
制
度
の
内
容

が
変
わ
り
ま
す

冷
蔵
倉
庫
に
対
す
る
固
定

資
産
税
が
変
わ
り
ま
す

６月から消化器内科を再開

　出水総合医療センターでは、待望の内科常勤医師の招へいが実現し、６月
からこれまで休診としていた「消化器内科」の診療を再開することとなりま
した。
　また、４月から隔週で、「脊椎外来」および「神経内科」の外来診療を開始
しました。６月以降の診察日等については次のとおりです。

問い合わせ先
　出水総合医療センター　内　　　科（消化器内科・神経内科）
                        　　　　   脳神経外科（脊椎外来）
  （�６７－１６１１）

神経内科脊椎外来診 療 科

毎月第１・３・（５）火曜日診 察 日

午前８時３０分～同１１時外 来 受 付 時 間

受付診療科は脳神経外科
となります。

そ の 他
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６
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
労
働

保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ
り
、

期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
年
度
更
新
の
審
査

業
務
が
外
部
委
託
さ
れ
、
申
告
書

受
付
は
原
則
記
入
漏
れ
等
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
の
確
認
作
業

に
な
り
ま
す
。
申
告
書
は
記
入
誤

り
・
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
自
主
的

な
記
入
・
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
書
の
電
子
申
請
・
郵

送
に
よ
る
提
出
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

　

室
適
用
係
（
�
０
９
９－

２
２

　

３－

８
２
７
６
）

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
男
性
は
平
成　

年
４
月

23

１
日
よ
り　

歳
か
ら
４
０
０
�
献

17

血
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日　

程　

６
月　

日（
土
）

11

受
付
時
間

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

場　

所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

種　

類　

４
０
０
�

持
参
す
る
も
の

○
献
血
カ
ー
ド（
以
前
、
献
血
さ

　

れ
た
方
）

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

　

書（
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
や 

　

以
前
献
血
さ
れ
た
方
で
住
所
等

　

が
変
更
に
な
っ
た
方
）

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

　

ー
（
�
０
９
９－

２
５
７－

３

　

１
４
１
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
�
○63
 

４
０
４
３
）

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

６
月
１
日
か
ら
７
月　

日
ま

11

で
は
労
働
保
険
料
の
年
度
更

新
手
続
期
間

集
団
献
血
を
実
施

腎臓病教室を開催
　

 ～あなたの腎臓の働き、落ちていませんか？～
　

　現在、自覚症状がないうちに腎臓機能が低下するいわゆる「隠れ腎臓病」が増
加し、日本人の１０人に１人ともいわれています。
　出水総合医療センターでは、市民の皆さまに腎臓に関する知識を深めていただ
けるよう、定期的に「腎臓病教室」を開催しています。当日申し込みでどなたで
も受講でき、参加料無料となっておりますので多数ご参加ください。

※開始時間の３０分前から受け付けします。
　

問い合わせ先
　出水総合医療センター人工透析室　
　（�６７―１６１１）

内　容場　所日　時
１ 腎臓の働き
２ 腎臓病になると
３ 検査について
４ 腎不全の３つの治療方法
５ 透析療法には
６ 薬物療法

出水総合医療センター
１階
総合受付前ロビー

第１回
６月２３日（木）
午後３時開始

１ 食事療法
２ 医療費と保険

第２回
６月３０日（木）
午後３時開始

　４月２７日、自治会長および環境美
化推進員を対象としたリサイクル研
修会が音楽ホールで開催され、多く
の方がご参加くださいました。

　

た
と
え
ば
、
お
菓
子
の
空
箱
や
飲
料
用
の
紙
パ
ッ
ク
、
商
品
を
包

ん
で
あ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
、
ど
の
よ
う
に
捨
て
て
い
ま
す

か
？

　

市
で
は
、
空
箱
や
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
は
「
古
紙
類
」
と
し
て
分
別

収
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
を
包
ん
で
あ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
袋
な
ど
も
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
も
の
が
増
え
る
と
、
そ
の
分
、
焼
却
さ
れ
る

ご
み
は
減
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
少
し
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
で
、
地

域
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
さ
ら
に
は
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
推
進
さ
れ
、
資

源
の
循
環
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課（
�
○６３
 

４
０
４
２
）　

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課（
�
○８２
 

５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

※
ご
み
分
別
は
、
出
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
ご
み
分
別
検
索
」
に

　

品
目
名
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

　

す
。 ご

み
の
中
に
資
源
が
い
っ
ぱ
い
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受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

46

57

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

一
次
選
考　

９
月
４
日（
日
）

受
付
期
間

　

６
月　

日（
火
）〜
同　

日（
火
）

21

28

申
込
方
法

　

受
験
案
内
等
を
送
付
し
ま
す
の

　

で
、
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
・

　

Ａ
４
版
、
１
４
０
円
分
の
切
手

　

貼
付
、
あ
て
先
お
よ
び
「
中
途

　

採
用
」明
記
）を
同
封
し
た
封
筒

　

に
、「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱
書

　

き
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試

　

験
係

　

〒
８
１
２－

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２　

　

－

　

－

１

11

　
（
�
０
９
２－

４
３
１－

７
７

　

３
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２－

４
７

　

５－

０
５
６
５
）

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

　

職
業
訓
練
指
導
員（
職
業
訓
練

に
お
い
て
訓
練
を
担
当
す
る
者
）

と
し
て
必
要
な
能
力
を
付
与
す
る

た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

る
講
習
実
施
要
領
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
講
習
終
了
後
に
鹿

児
島
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
で

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
習
期
間　

　

８
月
２
日（
火
）・
３
日（
水
）・
４

 

　

日（
木
）・
５
日（
金
）・
９
日（
火
）

　

・　

日（
水
）

10

講
習
場
所　

　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
鹿
児
島

　

セ
ン
タ
―（
鹿
児
島
市
）

定　
　

員　
　

人
30

受
付
期
間　

５
月　

日（
月
）〜
６

30

　

月　

日（
金
）

10

問
い
合
わ
せ
先　
　

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
�
０
９
９－

２
２
６－

３
２

　

４
０
）

 

　

期
間
は
６
月
１
日（
水
）か
ら
７

日（
火
）ま
で
で
す
。

　

水
道
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
は
地
球
の

宝
物
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
水
道
課
業
務
係

　
（
�
○63
 

４
０
８
２
）

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

選
考
試
験

平
成　

年
度
職
業
訓
練
指
導
員

23

（　

時
間
）講
習
を
実
施

48

第　

回
水
道
週
間

53

平
成　

年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

23

　
「
蛇
口
か
ら
あ
ふ
れ
る

　
　

ぼ
く
ら
の　

夢
・
未
来
」

生ごみ減量に生ごみ処理機はいかがでしょうか
                                        
　いろいろ工夫を凝らしても、どうしても出てしまう生ご
み。皆さんはどのように処理していますか？
　梅雨の時期や夏の暑い日は、異臭を放ちやすくなり、ご
み出しの日が待ち遠しくなります。
　生ごみ処理機を購入した方は、購入後３カ月以内に、領
収書、印鑑、振込口座の通帳を持参し申請していただけれ
ば報償金を支払います。
　また、指定販売店の指定を受けた店で購入される場合は、
あらかじめ報償金額分を差し引いた金額をお店に支払う
ことができます。
　指定販売店や制度について詳しくは市役所までお問い
合わせください。

申請・問い合わせ先
　本庁市民生活課生活環境係（�６３－４０４２）
　高尾野支所市民福祉課（�８２－５４１６）
　野田支所市民福祉課（�８４－４８１３）

労働安全衛生法に基づく各種免許試験のご案内

試験日　　　　　８月２８日（日）
試験会場　　　　鹿児島国際大学（鹿児島市）
試験手数料　　　６，８００円
受験申込方法　　各受験申請書提出先へお申し込みください。
問い合わせ先
　九州安全衛生技術センター（�０９４２－４３－３３８１）
　各受験申請書提出先

受験申請書の
受付期間受験申請書提出先試験の種類

６月２０日（月）
～

７月４日（月）必着

（社）鹿児島県労働基準協会
〒892-８５５０鹿児島市新屋敷町16-16
（�099-226-3621）

第一種・第二種衛生管理者

陸上貨物運送事業労働災害防止協
会鹿児島県支部
〒891-0131鹿児島市谷山港2丁目4-
15

クレーン・デリック運転士
（クレーン限定）
移動式クレーン運転士

港湾貨物運送事業労働災害防止協
会鹿児島支部
〒89０-８５１２鹿児島市城南町22-1
（�099-226-2611）

揚貨装置運転士

建設業労働災害防止協会鹿児島県支部
〒890-0064鹿児島市鴨池新町6-10
（�099-257-9211）

潜水士

鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部
〒890-0064鹿児島市鴨池新町21-1
（�099-255-2311）

発破技士

６月２０日（月）
～

７月１２日（火）必着

（社）日本ボイラ協会鹿児島支部
〒892-0816鹿児島市山下町9-31
（�099-223-1544）

一級・二級ボイラー技士
ボイラー整備士
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平
成　

年
の
鹿
児
島
県
内
に
お

22

け
る
エ
イ
ズ
患
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
の
新
規
報
告
数
は
過
去
最
高
の

　

件
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
期
発

13見
の
た
め
の
検
査
機
会
を
逃
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ

い
て
も
、
肝
が
ん
な
ど
の
重
篤
な

症
状
を
来
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、

早
期
の
発
見
と
治
療
が
重
要
な
感

染
症
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
鹿
児
島
県
で
は
６
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
「
感
染
症

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
肝
炎
）検
査
普
及
週
間
」

と
定
め
、
県
内
の
各
保
健
所
に
お

い
て
無
料
・
即
日
の
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

出
水
保
健
所
で
の
日
程
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日
時　

６
月
６
日（
月
）

　

午
後
５
時
〜
同
７
時

※
要
予
約

検
査
内
容　

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

検
査

所
要
時
間　

　

１
時
間
程
度

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

出
水
保
健
所

　
（
�
○62
 

１
６
３
６
）

　

測
量
法
が
昭
和　

年
６
月
３
日

24

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

平
成
元
年
６
月
３
日
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
は

土
地
の
分
筆
や
復
元
な
ど
の
測
量

を
す
る
時
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
皆
さ
ん
の
財
産
を
守
る
た

め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ

う
な
測
量
標
が
設
置
さ
れ
て
い
る

か
を
知
り
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
め
立
て

な
ど
で
測
量
標
が
支
障
と
な
る
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
�
○63
 

４
０
３
２
）

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、

鹿
児
島
県
で
は
６
月　

日（
日
）か

19

ら　

日（
土
）ま
で
を
「
ハ
ン
セ
ン

25
病
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
に

定
め
て
い
ま
す
。

　

国
の
隔
離
政
策
な
ど
に
よ
り
、

ハ
ン
セ
ン
病
は
怖
い
病
気
と
い
う

誤
っ
た
考
え
が
定
着
し
、
そ
の
こ

と
が
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
・
差
別
や

人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し

め
ら
れ
て
き
た
元
患
者
の
方
々
が
、

平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
を
創
る
た
め
、
一
人
一
人
が
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
知
識

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ

　

る
感
染
症
の
一
種
で
、
遺
伝
病

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
早

　

期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、

　

短
期
間
で
治
癒
す
る
病
気
で
す
。

○
ら
い
菌
の
感
染
力
は
極
め
て
弱

　

く
、
発
病
す
る
こ
と
は
ま
れ
で

　

す
。

○
現
在
、
わ
が
国
に
感
染
源
と
な

　

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

　

ん
。

○
元
患
者
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体

　

の
変
形
は
後
遺
症
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病

　

担
当
窓
口
（
�
０
９
９－

２
８

　

６－
２
７
２
０
）

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
県
職
員
が
直
接
お

伺
い
し
説
明
を
行
う
「
か
ご
し
ま

県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー
」
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
庁
２
階
の
県
政
広
報
室
で
も
実

施
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

実
施
時
間

　

午
前　

時
〜
午
後
９
時

10

※
土
・
日
・
祝
日
は
午
前　

時
〜

10

　

午
後
５
時　
　

対　

象

　

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

な
ど
、
お
お
む
ね　

人
以
上
の

20

　

参
加
が
見
込
め
る
会
合
や
研
修

　

会
な
ど　

申
込
方
法

　

開
催
希
望
日
の
１
ヵ
月
前
ま
で

　

に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

テ
ー
マ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
県
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課
（
�
０
９
９－

２

　

８
６－

２
０
９
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

　

９
９－

２
８
６－

２
１
１
９
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kenm
in-koe@

pref.kagoshi
m
a.lg.jp

感
染
症
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
肝
炎
）

検
査
普
及
週
間

測
量
の
日

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く

理
解
す
る
週
間

か
ご
し
ま
県
政
出
前
セ
ミ

ナ
ー
申
込
受
付
中

毎月第４土曜日は、ふれあい市！
出水ふれあい市開催
６月２５日（土）午前８時
出水公会堂周辺　　　

毎月第２土曜日は、おさかな市！
おさかな市開催　　
６月１１日（土）午前１１時
名護漁港　　　　　　
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丈
夫
な
歯
と
口

丈
夫
な
歯
と
口 

そ
れ
は
健
康
の
秘
訣

そ
れ
は
健
康
の
秘
訣�
丈
夫
な
歯
と
口 

そ
れ
は
健
康
の
秘
訣�

　

お
い
し
い
！
と
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
最
高

に
幸
せ
な
こ
と
。
食
べ
る
こ
と
は
身
体
も
心

も
健
康
に
し
て
く
れ
ま
す
。
健
康
の
秘
訣
は

身
体
の
入
り
口
で
あ
る
歯
と
口
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
す
。

口
の
健
康
を
損
な
う
病
気

☆　

む
し
歯

　

歯
の
質
が
溶
け
て
穴
が
開
き
ま
す
。

☆　

歯
周
病

　

歯
を
失
う
原
因
の
６
割
は
歯
周
病
で
す
。

歯
肉
が
赤
く
腫
れ
た
り
、
出
血
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
口
臭
や
膿
が
出
る
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ

し
て
い
た
ら
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
す
。
初

期
症
状
の
歯
肉
炎
は
子
ど
も
で
も
か
か
る
病

気
で
、　

歳
を
過
ぎ
る
と
９
割
は
歯
周
病
に

４０

か
か
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
の
最
も
怖
い
と
こ
ろ

　

歯
周
病
菌
は
、
歯
肉
の
奥
へ
奥
へ
と
侵
入

し
、
血
管
を
通
じ
て
毒
素
が
全
身
に
運
ば
れ

病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

 

力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

 
８
０
２
０
歯
科
の
表
彰
対
象
者
募
集

　

市
で
は
、　

歳
で
自
分
の
歯
を　

本
以
上

８０

２０

持
っ
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者

　
　

歳
以
上（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）で
、

８０

２３

１０

３１

　

食
べ
物
を
噛
め
る
自
分
の
歯
を　

本
以
上

２０

　

持
っ
て
い
る
健
康
な
方

表
彰
時
期　
　

月
１１

募
集
期
限　

９
月　

日（
金
）

３０

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
○６３
 

２
１
４
３
）

口の健康に関係のある保健事業

場所時期対象者名称

市内歯科医院８、９月
４１、５１、６１、７１歳の男女
（対象者には事前に通知）

歯周疾患検診

出水保健センター等随時乳幼児、一般歯科保健相談

出水保健センター毎月第２火曜日幼児（要予約）
予約歯科

（フッ素塗布）

む
し
歯
と
歯
周
病
か
ら
歯
を
守
る

☆　

歯
み
が
き

　

原
因
と
な
る
歯
垢
を
落
と
す
た
め
歯
み
が

き
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
夜
の
歯
み
が
き
は

念
入
り
に
。

☆　

よ
く
噛
み
ま
し
ょ
う

　

噛
む
こ
と
で
唾
液
が
出
ま
す
。
唾
液
は
む

し
歯
や
歯
周
病
か
ら
歯
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

☆　

菌
の
感
染
に
気
を
つ
け
て

　

む
し
歯
菌
も
歯
周
病
菌
も
感
染
症
で
す
。

特
に
む
し
歯
菌
は
乳
歯
が
生
え
る
と
同
時
に
、

大
人
か
ら
子
ど
も
へ
感
染
し
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
お
口
の
健
康
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆　

喫
煙

　

た
ば
こ
を
吸
う
と
、
血
流
が
悪
く

な
り
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

☆　

ス
ト
レ
ス

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
体
の
免
疫
が
低
下
し
た

り
、
唾
液
の
量
が
少
な
く
な
り
歯
周
病
菌
や

む
し
歯
菌
を
活
発
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

☆　

歯
の
質
を
強
く
し
ま
し
ょ
う

　

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
に
は
フ
ッ
素
が

効
果
的
で
す
。
年
齢
に
あ
っ
た
フ
ッ
素
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

☆　

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

年
に
３
〜
４
回
は
歯
の
健
診
を
受
け
て
予

防
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
歯
の
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

唾
液
を
出
す
・
口
の
力
を
強
く
す
る
体
操

　

た
く
さ
ん
の
唾
液
は
食
べ
物
を
飲
み
込
み

や
す
く
し
、
消
化
吸
収
も
よ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
食
べ
る
た
め
に
は
、
歯
の
他
に
唇
や

舌
、
頬
な
ど
の
筋
肉
も
大
切
で
す
。
体
操
で
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　株式会社中央工作所は板金屋さんの一番を
目指し、毎日頑張っている会社です。
　お客さまの加工不可を加工可にして技術技
能を進化させ、これからも全員で切磋琢磨し、
地元出水から日本中に発信し続けます。
　この業界はポケベル・ワープロ・パソコ
ン・携帯電話・テレビ・自動車の進化と共に
あり、今までにない物への挑戦が続きます。
　これからも日本のすべての産業と共に進化
を続けながら、グローバル化の中経済の一部
として、また出水の一部として進み続けます。

株式会社　中央工作所
進化する金属加工と共に
事業概要：板金加工、機械加工
主要品目：パソコン、携帯電話、テレビ加工機械部品
操　　業：１９８９（平成元）年１０月
資 本 金：３００万円
従業員数：２３人（本年５月現在）
所 在 地：出水市高尾野町上水流９８５－２
連 絡 先：（０９９６）６４－２２２０

　株式会社イーエムエフでは、消費電力を抑え
るＬＥＤ照明を中心に、ＤＶＤ等のディスクの
傷、汚れなどを研磨、修復する装置などの基板
実装から最終製品までの組み立てを行ってい
ます。
　ＬＥＤ電球は、低消費電力、長寿命で、人と
環境に優しい製品ですので、今後需要の増加が
見込まれています。
　操業から２年にも満たず知名度は低いかも
しれませんが、地元出水市で、今後多くの導入
が見込めるＬＥＤ照明を製造している企業で
す。

株式会社　イーエムエフ
環境に優しい製品つくり
事業概要：電気、機械製造・販売
主要品目：ＬＥＤ照明、ＣＤ研磨装置、リチウム電池
　　　　　充電装置
操　　業：２００９（平成２１）年９月
資 本 金：５００万円
従業員数：２８人（本年５月現在）
所 在 地：出水市緑町２３０－６７
連 絡 先：（０９９６）６４－１７０１

輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「輝け！出水の「モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業モノづくり企業」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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国民年金情報・消費生活情報

22

　

年
金
の
請
求
を
お
忘
れ
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

１.

年
金
の
受
け
取
り
開
始
を　
66

　

歳
以
降
に
繰
下
げ
て
い
る
方

○　

歳
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で

６５

　

き
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
と　

　
「
老
齢
厚
生
年
金
」
に
は
、　
66

　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
の
希

70

　

望
す
る
時
期
ま
で
年
金
の
受
け

　

取
り
開
始
を
繰
り
下
げ
る
と
、

　

繰
り
下
げ
た
期
間
に
応
じ
て
年

　

金
額
が
増
え
る
仕
組
み
が
あ
り

　

ま
す
。

○　

歳
時
に
繰
り
下
げ
を
希
望
し

65

　

て
も
、
そ
の
後
、
ご
自
身
で
請

 

　

東
日
本
大
震
災
に
便
乗
し
た
振

り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

最
近
、
東
日
本
大
震
災
に
乗
じ

た
振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
手
口
と
し
て
は
、

○
送
り
主
と
同
姓
の
人
に
無
差
別

　

に
封
書
を
送
り
つ
け
る
。

　
（
封
書
の
内
容
は
、
東
日
本
大

　

震
災
に
被
災
し
、
避
難
所
を
転

　

々
と
し
て
お
り
、
縁
故
と
思
わ

　

れ
る
同
姓
の
方
に
祖
母
な
ど
が

　

震
災
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
伝

　

え
て
い
る
、
な
ど
。
）

○
被
災
に
よ
る
生
活
苦
や
将
来
へ

　

の
不
安
か
ら
、
子
ど
も
に
対
す

　

る
寄
付
や
生
活
費
用
な
ど
を
銀

　

行
口
座
に
振
り
込
む
よ
う
要
求

　

す
る
。

な
ど
で
す
。

　

も
し
こ
の
よ
う
な
封
書
が
送
ら

れ
て
き
た
場
合
に
は
、
封
書
の
内

容
を
十
分
に
確
認
し
、
少
し
で
も

不
審
に
感
じ
た
ら
、
出
水
警
察
署

（
�
○62
 

０
１
１
０
）、
ま
た
は
出
水

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
す
ぐ
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
振
り
込
め
詐
欺
の
他
に
も
、

東
日
本
大
震
災
に
乗
じ
た
詐
欺
的

な
行
為
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

　

出
水
市
役
所
に
は
、
契
約
ト
ラ

ブ
ル
や
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
出
水
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

お
悩
み
の
方
は
、
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

　

出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
�
○63
 

６
２
０
３
）
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国
民
年
金
情
報

　

求
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば　

歳
70

　

に
な
っ
て
も
、
年
金
は
自
動
的

　

に
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

○　

歳
に
な
る
ま
で
に
、
年
金
を

70

　

受
け
取
り
始
め
る
時
期
を
決
め

　

て
、
請
求
手
続
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。
請
求
が　

歳
を
過
ぎ
ま

70

　

す
と
、
不
利
益
が
生
じ
ま
す
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２.

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ

　

る
方
で
、「　

歳
に
な
っ
て
か

65

　

ら
年
金
を
受
け
取
ろ
う
」
と
思

　

っ
て
い
る
方

○
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
り
、
厚

　

生
年
金
の
加
入
期
間
が
1
年
以

　

上
あ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

　

方
に
支
払
わ
れ
る
「
特
別
支
給

　

の
老
齢
厚
生
年
金
（　

歳
前
に 

65

　

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
老
齢

　

厚
生
年
金
）」
に
つ
い
て
は
、

　
　

歳
に
な
る
前
に
請
求
し
て
も
、

65

　

年
金
額
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
請
求
が
遅
れ
る
と
、
時
効
に
よ

　

り
直
近
5
年
を
超
え
る
部
分
の

　

年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
速
や
か
に

　

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３.

　

歳
以
上
で
会
社
に
お
勤
め

60

　

の
方

○
現
在
、
会
社
に
お
勤
め
の
方
も

　

年
金
を
受
け
取
る
資
格
を
満
た

　

し
て
い
る
場
合
は
、
請
求
の
手

　

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
会
社
に
お
勤
め
の
間
の
老
齢
厚

　

生
年
金
は
、
給
与
の
額
な
ど
に

　

応
じ
て
年
金
の
支
払
額
の
調
整

　

が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

が
、
全
額
停
止
の
場
合
を
除
き

　

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。
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知知知知知知知知知知
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
てててててててててて

知
っ
て
て

よよよよよよよよよよ
かかかかかかかかかか
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！

よ
か
っ
た
！
　

消
費
生
活
情
報

「
在
職
中
は
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
」と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「　

歳
に
な
れ
ば
、年
金
が
自

70動
的
に
支
払
わ
れ
る
」と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「　

歳
前
に
年
金
を
受
け
取

65り
始
め
る
と
、年
金
が
減
る
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

開 催 日　７月２１日（木）
開催時間
　午前９時４０分～正午
　午後１時～同３時４０分
開催場所　本庁３階大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　６月２０日（月）～７月１４日（木）
　（土日休日を除く午前８時３０分～
　　午後５時）
予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　（�６３－４０３８）

※６月１６日開催の年金相談につい
　ては広報いずみ５月号をご覧く
　ださい。

【消費生活相談員の相談日時と場所】

○月・火・木・金曜日
　午前９時３０分～午後４時（正午から午後１時までを除く）
　本庁市民生活課内（�６３－６２０３）
○水曜日
　午前９時３０分～正午
　野田支所市民福祉課内（�６３－２１１１　内線７４１）
○水曜日
　午後１時３０分～同４時
　高尾野支所市民福祉課内（�６３－２１１１　内線４５３）

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
　
（
�
０
９
９
６－
２
２－

５
２
７
６
）

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
（
�
○６３
 

２
１
１
１
）
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出水市防犯協会�63-1500問い合わせ先�

地域安全モニター委嘱式および研修会� 署長より自転車盗難防止モデル�
校指定書を受ける高尾野中校長�

ワイヤーロックを贈呈する平山政壱�
ライオンズクラブ会長と受ける高尾�
野中１年代表牛之濱孝太さん�

　出水警察署と出水市防犯協会は、４月２７日、
平成２３年度の地域安全モニターを福井郁雄さん�
(総代)をはじめとする５０人に委嘱しました。�
　この地域安全モニターは、地域住民、警察、防
犯協会、自治連、自治体、自主防犯パトロール隊
などの防犯団体と連携し、日頃から地域の安全に
配慮し、犯罪や事故、災害等を防ぐための活動を
しています。年３回の地域安全運動や防犯キャン
ペーンにも主なメンバーとして活動しています。�
　委嘱状交付の後は出水市内の犯罪状況や青少年
の非行状況、地域安全活動の方法等について学び
ました。�
　モニターの皆さん、出水市の安全・安心のため、
本年度もよろしくお願いします。�

　自転車盗難の多発に歯止めをかけるため、警察
では管内中学校または高校のうち１校を「自転車
盗難防止モデル校」として指定しています。昨年
の出水中学校に続き本年は高尾野中学校を指定し、
４月２８日、全校生徒を前に指定書の交付が行わ
れました。�
 また同日、出水ライオンズクラブが新１年生の自
転車通学生６３人にワイヤーロックを４５０個贈
呈しました。同クラブは毎年ワイヤーロックを贈
呈しており、今年も市内７中学校・5高校の自転車
通学生全員に贈呈しました。�
　　　　　　　　　　　　　　　　【有効活用を！】�

�「自然を侮ってはならない」�
　東日本大震災は私達の想定をはるかに超えるも
のでした。�
　身近でも、５年前には県内各地で1000ミリを越
える記録的な豪雨を観測し、洪水や崖崩れによる
家屋倒壊等の被害が多発しました。出水市におい
ても米ノ津川が氾濫し、市街地が濁流にのみこま
れました。�
　自然は時として私たちに牙をむきます。尊い命
と財産を守るためには、災害に強い環境を整備す
るとともに私たち一人一人の日常の心がけが大事
です。�
　備えに不足はあっても、し過ぎることはありま
せん。�

※　気象情報に細心の注意を�
　　テレビ、ラジオ、市の防災無線等の放送に
　　注意しましょう。�
※　危険を感じたら早めの避難を�
　　事前に避難経路や場所を確認しておきまし
　　ょう。�
※　悪天候には無理をしない勇気を�
　　山や川、海のレジャーで悪天候が予測され
　　る時は、無理をせず中止や変更をしましょ
　　う。�

　昨年より減少しているものの、死亡事故も発生
しています。交通事故に細心の注意を!!�
　　�飲酒運転はしていませんか？�
　　�シートベルトは装着していますか？�
　　�運転中に携帯電話を使用していませんか？�
　　�交差点手前での一時停止を実施していますか？�
　　�自転車運転でも交通ルールを守っていますか？�
　　�横断中、左右確認を確実にしていますか？�

地域安全モニター５０人に委嘱�

水害への備えは万全に� 一瞬の油断が死を招く�

自転車盗難防止モデル校指定�
　　　　　　　高尾野中学校�
ワイヤーロック　贈呈�
　　　　　　　出水ライオンズクラブ�

交�通�事�故�発�生�状�況�
　出水警察署管内�（４月１日～同３�０日）�

負傷者�死　者�発生件数�

３�６人�
（－３）�

１人�
（＋１）�

２�８件�
（＋１）�

出�水�市�

１�２�６人�
（－３�１�）�

１人�
（－１）�

１�０�１件�
（－１�３�）�

平�成�２�３�年�
の�累�計�

※（　）内の数字は前年同月比�
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手作り絵本で、大賞受賞！�

『文芸いずみ第５号』ができました！
　平成２２年度に募集しました『文芸いずみ』の作品集ができました。
第５号には、皆さまの投稿作品のほか、市内の小学生・中学生が夏休
みに取り組んだ「読書標語」と「読書大好きっ子短作文」の入賞作品
を掲載。
　また、平成２２年１０月に、本市出身の歴史作家・桐野作人先生をお招
きして開催した「歴史講座」の講演要旨を、特別寄稿として掲載させ
ていただきました。　『文芸いずみ第５号』は、中央・高尾野・野田各
図書館、市役所本庁、高尾野・野田各支所で閲覧できます。
　購入をご希望の方は、読書推進課、中央図書館、高尾野図書館、野
田図書館でお求めください。

★販売価格：４５０円★

読書活動に関する問い合わせ先

　　読書推進課

　　　　� 6 3－ 4 1 2 1

　第１２回創作童話・絵本・デジタル絵本コンテスト
（ＮＰＯ法人キッズエクスプレス２１主催）で、西出水
小学校２年生の小田 夢望 さん（野添（出水）自治会）が、

ゆめみ

手作り創作部門で「キッズエクスプレス大賞」を受
賞しました。
　受賞した作品は、昨年８月に野田図書館で開催さ
れた「親子絵本づくり教室」で作成したもので、母
親の由香さんの友人で、市内在住の童話作家・ 季  巳 

き み

明代さんの勧めでコンテストに応募したところ、見
事、大賞受賞となりました。
　タイトルは「ゆめがかなうケーキやさん」。　鮮や
かな色のおいしくて夢が叶うケーキと、動物たちの
お話です。将来の夢は絵本作家という夢望さん。
　これからもたくさんの本を読んで、すてきなおは
なしをつくってくださいね。

問い合わせ先
　読書推進課
　（�6 3－ 4 1 2 1）

学
校
の
読
書
活
動

大
川
内
中
学
校

　

大
川
内
中
学
校
で
は
、
生
徒
一
人
一
人

の
豊
か
な
読
書
活
動
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
読

み
た
い
本
」「
読
ま
せ
た
い
本
」
の
希
望
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
本

を
配
架
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
生
徒
全
員
に
よ
る
「
オ
ス
ス
メ
本
の

紹
介
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
読
書
の
幅
も

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
を
読
書
月
間
と
し
、「
大
中
読
書
マ

１０
ラ
ソ
ン
」
と
称
し
て
月
間
５
冊
読
破
を
目

指
す
取
り
組
み
や
、
芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子

春
」
を
全
校
で
一
斉
読
書
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
も
特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
職
員
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
等

も
大
好
評
で
す
。

　

本
校
の
生
徒

は
、
毎
朝　

分
１０

間
の
朝
読
書
に

と
て
も
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度

は
、「
家
庭
読

書
」
に
も
力
を

入
れ
て
取
り
組

み
、
さ
ら
に
読

書
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
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図書館だより�図書館だより�図書館だより�

＜平成２３年６月　移動図書館運行表＞
運行日

運行時間ステーション名
６　月

７日
2１日

１０：００～１０：２０西之口団地公民館第１・３
火曜日 １５：１０～１５：４０鹿島公民館

１日
１５日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

第１・３
水曜日

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：０５～１４：２５江内配本所（カントリーコア）
１４：４０～１５：００ウッドタウン公民館

２日
１６日

９：４０～１０：００鶴亀タウン
第１・３
木曜日 １０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場

１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

３日
１７日

９：４０～１０：００栗毛野公民館
第１・３
金曜日 １０：１０～１０：３０江川野公民館

１０：４５～１１：０５内野々下公民館

１４日
２８日

１０：００～１０：２０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１０：３０～１０：５０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：４５～１５：０５茶円堀住宅
１５：１５～１５：３５ラ・フォンテいずみ

８日
２２日

９：５０～１０：１０元町公民館第２・４
水曜日 １０：２０～１０：４０今釜西公民館

９日
２３日

１０：４０～１１：００受口公民館
第２・４
木曜日

１４：１０～１４：３０屋地公民館
１４：４０～１５：００熊野神社前
１５：１５～１５：３５菅原神社（荘上・荘下）

1０日
２４日

１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４
金曜日 １４：５５～１５：１５加紫久利住宅広場

≪幼児・小学生≫
●　「ふくろうはかせの　ものまねそう」　　東野りえ　作
●　「やぎのしずかの　たいへんなたいへんな　いちにち」
　　　　　　　　　　　　　　　田島征三　作・絵
●　「おじいちゃんちの　たうえ」　　さこももみ　作・絵
●　「うれしいさんかなしいさん」　　まつおかきょうこ　作・絵
●　「ふうと　はなと　たんぽぽ」　　いわむらかずお　作・絵
●　「へんたこさん　せんちょうになる」
　　　　　　　　　　　　　　　　いとうひろし　作・絵
●　「つんつくせんせいといたずらぶんぶん」 
　　　　　　　　　　　　　　　たかどのほうこ　作・絵
●　「メロウ」　　せなけいこ　作・絵

・・・等
≪中学生・高校生≫
●　「小道の神さま」　　竹内もと代　著　
●　「そのこ」　　谷川俊太郎　著
●　「千年の森をこえて」　　キャシー・アッペルト　著

・・・等
≪一般≫
●　「三人姉妹殺人事件」　　赤川次郎　著
●　「天魔ゆく空」　　真保裕一　著
●　「ヴォイド・シェイパ」　　森博嗣　著
●　「偉大なる、しゅららぼん」　　万城目学　著
●　「幸福な生活」　　百田尚樹　著
●　「帝王星」　　新堂冬樹　著
●　「ちよの負けん気、実の父親、」　　佐藤雅美　著
●　「ごっくん青空」　　椎名誠　著
●　「隅の風景」　　恩田陸　著
●　「たまゆら」　　あさのあつこ　著
●　「月の上の観覧車」　　荻原浩　著
●　「飲めば都」　　北村薫　著
●　「一升桝の度量」　　池波正太郎　著
●　「この女」　　森絵都　著
●　「三つの名を持つ犬」　　近藤史恵　著 ・・・等

新新新新新新新新新新ししししししししししいいいいいいいいいい本本本本本本本本本本のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介新しい本の紹介（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定））））））））））（予定）

＜開館時間・休館日＞

６月のおはなし会・親子読書会

６月の休館日開 館 時 間

２０日
（第３月曜日のみ）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

中央図書館 
（�６３－２１０５）

１７日
（第３金曜日のみ）

　午前９時～午後６時

高尾野図書館
（�８２－５４５２）
野田図書館
（�８４－３１００）

○中央図書館　【おはなしのへや】
１日（水）、８日（水）、１５日（水）、２２日（水）、

日　時
２９日（水）　午後４時～

○高尾野図書館　【おはなしのへや】
６日（月）、１３日（月）、２０日（月）、２７日（月）

日　時
午後４時～

○野田図書館　【おはなしのじかん】
２日（木）、９日（木）、１６日（木）、２３日（木）、

日　時
３０日（木）　午後４時～

○高尾野図書館　【親子読書教室すくすく】
１４日（火）、２８日（火）

日　時
午前１０時３０分～

○中央図書館　【だっこＤＥえほん】
２５日（土）

日　時
午前１０時～

図書館員おすすめの本�図書館員おすすめの本�
【一般書】

『伝える力～「話す」「書く」「聞
く」能力が仕事を変える！』

池上　彰　著
ＰＨＰ研究所

【児童書】

『新幹線のたび～はやぶさ・
のぞみ・さくらで日本縦断』

コマヤスカン　作
講談社

　ビジネスシーンに欠かせな
い能力といえる「伝える力」。
「伝える力」には、「話す」
「書く」そして「聞く」能力
が必須。では、それらをどの
ように磨き高めていけばよい
のでしょうか。
　本書では、長年ＮＨＫ「週
刊こどもニュース」でお父さ
ん役を務め、現在もフリージ
ャーナリストとして多方面で
活躍中の著者がわかりやすく
その極意を伝えています。
　テクニックだけでなく、著
者の人柄も伝わる１冊です。

　まだ夜も明けきらない青森
駅のホームに姿をあらわした
新幹線「はやぶさ」に乗って、
はるかとお父さんの旅が始ま
ります。これから「のぞみ」
「さくら」と３台の新幹線を
乗り継いで鹿児島のおじいち
ゃんの家まで行くのです。
　沿線各地の名所や建物がび
っしりと描き込まれた楽しい
絵本です。出発した青森駅で
は雪が舞っていましたが、終
点鹿児島中央駅では、どのよ
うな風景が待っているのでし
ょうか？
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【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課広報統計係
　　　�０９９６－６３－４０３４

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありま
すので、詳細な内容については、広告主に直接、お問い
合わせください。
　広報いずみの発行部数は２１，２００部で市内のほぼ全世帯
に配布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告
知にもご利用ください�　ただし、掲載予定ページを限
定していますので、掲載希望が多数の場合は、調整させ
ていただくことがありますのでご了承ください。
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　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

６　　　　月
担 当 医 療 機 関日

�○62 1559春日町産・婦人科広瀬産婦人科医院［当］

５（日）

�○63 2333井上循環器・内科三慶医院［当］

�○73 1055阿久根市内・小児科上園医院［当］

�○88 6405長島町内・外科長島クリニック［当］

�○82 0048大和消化・内科恒吉医院［当］

１２（日）

�○62 8801西町整外科平田整形外科クリニック［当］

�○73 1551阿久根市内・外・泌尿器科内山病院［当］

�○88 2595長島町内・外科平尾診療所［当］

�○62 0241平良馬場消化・内・外科クリニック．なかむら［当］

１９（日）

�○84 2023仮屋内科野田診療所［当］

�○73 0553阿久根市内・呼吸科鶴見医院［当］

�○88 5040長島町内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○63 7011春日町内・消化・放射線科おかだクリニック［当］

２６（日）

�○64 1187東大野原耳鼻咽喉科せき耳鼻咽喉科クリニック［当］

�○72 0038阿久根市内・外科喜多医院［当］

�○75 0200阿久根市胃腸・外科黒木胃腸科外科医院［当］

�○86 0054長島町内・外科鷹巣診療所［当］
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６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

水道修繕工事当番事業者
高 尾 野 ・ 野 田 地 域出 水 地 域

期　　　間 休日および平日の
　午後５時以降平　日工事事業者休日および平日の

　午後５時以降平　日工事事業者

携帯電話
（０９０－７１５４－７４９０）

�８２－０３７６川 窪 建 設

携帯電話
（０９０－７３９７－７８９８）

�６７－１０６６山門電気商会５月３０日～６月５日

�８２－０８８９軸薗設備工業�６３－７４８５司 工 業６月６日～同１２日

�８４－２０８９第 一 産 業�６２－１４１４岩 � 電 設６月１３日～同１９日

�８２－１４７４柏 木 産 業�６７－３４０５ヤマサキ電機産業６月２０日～同２６日

�８２－０１７３三 友 建 設�６７－４４００たかさご水道６月２７日～７月３日

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

６月５日

大 日�84－4411歯 科石 沢 歯 科 医 院

渡 瀬 口�62－8813タ カ ラ 調 剤 薬 局

６月１２日

西 町�63－2306歯 科上 野 歯 科 医 院

桜 町�62－6070ひ ま わ り 薬 局

６月１９日

阿 久 根 市�73－0470歯 科久 木 田 歯 科 医 院

平 良 馬 場�63－3070ふ れ あ い 薬 局

仮 屋�84－2856野 田 調 剤 薬 局

６月２６日

東 大 野 原�62－0888歯 科田 畑 歯 科 医 院

東 大 野 原�62－9292メ ー プ ル 薬 局

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医休日当番歯科医・・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局当番薬局

※歯科医院診療時間　午前８時～正午 ◎変更になることがあります。
　出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。

○名護新鮮おさかな市（１１日午前１１時・名護漁港）

○出水ふれあい市（２５日午前９時・出水公会堂周辺）

１９日（日） ▼東光山草刈りボランティア（午前９時・東光山）

２０日（月） ▼出水人生大学（午前９時３０分・出水老人福祉センター）

２５日（土） ▼第１回市民大学（午後２時・音楽ホール）

２６日（日） ▼出水市消防団消防ポンプ操法大会（午前８時３０分・出水市消防本部）
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ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
は
、

４
月　

日
に
福
之
江
港
農
村
公
園
周

２４

辺
で
「
野
鳥
観
察
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
ツ
バ
メ
や
ホ
オ
ジ
ロ
、
ハ
マ

シ
ギ
、
ア
オ
ア
シ
シ
ギ
な
ど　

種
の

３９

野
鳥
を
観
察
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
公
園
や
干
潟
、
田
ん

ぼ
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
シ
ギ
類

の
え
さ
探
し
の
様
子
や
抱
卵
中
の
カ

ラ
ス
、
バ
ン
の
縄
張
り
争
い
な
ど
を

観
察
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
自
然
観
察
会
は
、
７
月　
１７

日
に
貝
の
採
集
と
標
本
の
作
り
方
を

学
ぶ
、「
貝
観

察
・
採
集
会
」

を
予
定
し
て

い
ま
す
。

『今月の問題』
　ナベヅルの体重は
どれくらいでしょう
か。

　
Ａ　３～４kg
Ｂ　６～８kg
Ｃ　１２～１４kg　

☆答えはホームページ
か来月号で

（先月号の答えは、
　Ｃのキジでした。）

62

６月は『自治会加入促進月間』

※自治会加入後は、あたたかい心と心のふれあいでお互いに理解しあい、連帯意識をもって、快適で
　やすらぎとうるおいのある地域社会を創っていきましょう！
問い合わせ先　本庁総務課（�６３－４０２２）

出水市・出水市自治会連合会

　私たちの身の回りには、防災、防犯、ごみ収集など生活に密接に
関係した問題が数多くあります。
　自治会は、住みよい豊かなまちづくりを目指して、地域における
さまざまな問題の解決に取り組むとともに、住民の連帯意識の向上
に努めている自主的な任意の団体です。

☆さまざまな楽しみが得られる
　自治会の活動を通して、地域住民同士の交流
や親睦行事を通じて、さまざまな参考になる情
報や楽しさを得ることができます。

　

☆安心して暮らすことができる
　自治会では、安全なまちになるように、防犯
灯の整備をしたり、災害時に備えたりしていま
す。特にいつ来るか分からない災害時には、お
互いの助け合いが必要であり、防災組織として
の自治会づくりに努めています。

☆行政情報が入りやすくなる
　日曜当番医やイベント情報など市からのさま
ざまな行政情報が載っている広報紙やお知らせ
等は、自治会を通じて配布されています。

　☆地域の困りごとを解決してくれる
　地域で困ったことや住みやすい環境をつくっ
ていくために、自治会の役員が中心となって問
題解決に取り組み、みんなの暮らしをみんなで
守り、住みやすい街づくりに努めています。

自治会加入のメリット

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ表紙取材レポ

　

「
食
の
安
心
・
安
全
フ
ェ
ス
タ　

出
水
う
ま
か
も
ん
祭
」
が
５
月
７
、

８
日
の
２
日
間
に
か
け
て
市
陸
上
競

技
場
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
の
食
の
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

口
て
い
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
生
で
冷
え
込
ん
だ
地
元
経

済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
商
工
団
体

と
市
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が

初
め
て
開
催
。

　

地
元
食
材
を
使
っ
た
４
０
０
円
相

当
の
料
理
が
１
０
０
円
で
提
供
さ
れ
、

多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
生
卵
や
ブ
リ
、
う
な
ぎ

の
つ
か
み
ど
り
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
特

産
市
、
一
輪
車
競
技
大
会
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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